
(57)【要約】

腹腔鏡処置、放射線透視処置、および処置が実行される

対応する解剖学的構造の構造および動的動作をシミュレ

ートする精密な手術を実行する際に特に有用な訓練およ

び／または評価装置が提供される。装置は、体壁を真似

るように設計することができ、一つ以上の器官が配置さ

れた外部ハウジング１を含む。呼吸、肺の作用、循環、

消化および生体内に存在する他の要因の結果としての器

官の運動が、処置中の器官の正確な動的動作を提供する

ように装置内でシミュレートされる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 学 的 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 装 置 で あ っ て 、
　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 器 官 ま た は 組 織 要 素 と 、
　 生 体 が 前 記 器 官 ま た は 組 織 要 素 に 加 え る 一 つ 以 上 の 力 を シ ミ ュ レ ー ト す る 機 器 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 機 器 は 、 生 き て い る 動 物 に よ る 不 随 意 運 動 を シ ミ ュ レ ー ト す る こ と を 特 徴 と す る 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 機 器 は 、 前 記 器 官 ま た は 組 織 要 素 へ の 呼 吸 お よ び ／ ま た は 肺 の 作 用 を シ ミ ュ レ ー ト
す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 機 器 は 、 前 記 器 官 ま た は 組 織 要 素 に 複 数 の 自 由 度 で 力 を 加 え る こ と を 特 徴 と す る 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 機 器 は 、 人 間 の 呼 吸 作 用 を シ ミ ュ レ ー ト す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 機 器 は 、 人 間 の 肺 力 作 用 を シ ミ ュ レ ー ト す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 機 器 は 、 人 間 の 呼 吸 作 用 お よ び 肺 の 力 を シ ミ ュ レ ー ト す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 哺 乳 動 物 の 解 剖 学 的 構 造 の 少 な く と も 一 部 の 形 状 で あ る こ と を 特 徴
と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 人 間 の 胴 体 を 備 え る 形 状 に 対 応 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 箱 形 要 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 を 入 れ 子 に す る 一 つ 以 上 の 腔 を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら １ １ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 外 部 ハ ウ ジ ン グ 内 に 骨 格 系 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ か ら １ ２ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 装 置 は 、 さ ら に 、 シ ミ ュ レ ー ト し た 腹 腔 鏡 処 置 が 実 行 さ れ る 際 に 通 過 す る 一 つ 以 上
の 壁 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 一 つ 以 上 の 壁 は 、 腹 壁 に 対 応 し 、 ガ ス 注 入 法 を 可 能 に す る 材 料 で 作 製 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ か ら １ ４ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 一 つ 以 上 の シ リ コ ー ン 材 料 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ か ら １ ５ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 装 置 は 、 放 射 線 透 視 処 置 の 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 に 適 応 す る こ と を 特 徴 と す る 装
置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 医 療 処 置 に 使 用 す る 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 装 置 で あ っ て 、
　 哺 乳 動 物 の 解 剖 学 的 構 造 の 少 な く と も 一 部 の 形 状 で あ る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 の 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 と 、
　 前 記 器 官 ま た は 組 織 要 素 へ の 呼 吸 お よ び ／ ま た は 肺 の 作 用 を シ ミ ュ レ ー ト す る 装 置 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 さ ら に 前 記 一 つ 以 上 の 器 官 の 上 に 位 置 決 め さ れ 、 そ の 位 置 を 通 し て シ ミ ュ レ ー ト し た 腹
腔 鏡 処 置 が 続 行 さ れ る 一 つ 以 上 の 着 脱 可 能 な 壁 要 素 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 一 つ 以 上 の 壁 要 素 は 、 人 間 の 腹 壁 に 対 応 し た 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 一 つ 以 上 の 壁 要 素 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 で ガ ス 注 入 可 能 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 一 つ 以 上 の 壁 要 素 は 、 腹 腔 鏡 器 具 で 穿 孔 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 さ ら に 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 の 少 な く と も 一 部 を シ ミ ュ レ ー ト す
る 機 器 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 さ ら に 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 骨 格 系 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 医 療 処 置 の 訓 練 ま た は 評 価 方 法 で あ っ て 、 請 求 項 １ か ら ２ ３ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置
を 使 用 し て 医 療 処 置 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 医 療 処 置 を シ ミ ュ レ ー ト す る こ と を 特 徴 と す る
方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 医 療 処 置 の 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 方 法 で あ っ て 、
　 哺 乳 動 物 の 解 剖 学 的 構 造 の 少 な く と も 一 部 の 形 状 で あ る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ
内 の 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 と 、 前 記 器 官 ま た は 組 織 要 素 に 対 す る 呼 吸 お よ び ／ ま
た は 肺 の 作 用 を シ ミ ュ レ ー ト す る 機 器 と を 備 え る 訓 練 装 置 を 提 供 し 、
　 前 記 装 置 内 で 呼 吸 を シ ミ ュ レ ー ト さ せ る 、
　 こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 呼 吸 の 結 果 と し て 前 記 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要
素 が 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 ２ ６ ま た は ２ ７ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に
　 腹 腔 鏡 お よ び 一 つ 以 上 の 腹 腔 鏡 器 具 を 前 記 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 し 、
　 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る 、
　 こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 が 放 射 線 で 映 像
化 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 ２ ６ か ら ２ ９ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 装 置 は 、 さ ら に 、 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 を シ ミ ュ レ ー ト す る
機 器 を 備 え て お り 、
　 前 記 方 法 は 、 さ ら に 、 腹 腔 鏡 お よ び 腹 腔 鏡 器 具 を 前 記 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 す る 前 に 、
前 記 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 を 前 記 装 置 内 で シ ミ ュ レ ー ト さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 は 、 生 体 内 の 前 記 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た
は 消 化 器 系 に よ る 作 用 中 に 前 記 対 応 す る 器 官 ま た は 組 織 要 素 の 前 記 運 動 を 真 似 る 方 法 で 実
施 し た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 と し て 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 放 射 線 透 視 処 置 の 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 方 法 で あ っ て 、
　 哺 乳 動 物 の 解 剖 学 的 構 造 の 一 つ 以 上 の 部 分 の 形 状 で あ る 外 部 ハ ウ ジ ン グ 、 複 数 の 自 由 度
で 動 作 す る よ う に 設 け ら れ た 前 記 外 部 ハ ウ ジ ン グ 内 の 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 、 お
よ び 呼 吸 を シ ミ ュ レ ー ト す る 機 器 を 備 え る 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 装 置 を 提 供 す る ス テ ッ
プ と 、
　 生 体 内 で 呼 吸 中 の 対 応 す る 器 官 ま た は 組 織 要 素 の 動 作 を 真 似 る 方 法 で の こ の よ う な 呼 吸
の 結 果 と し て 、 前 記 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 が 動 作 す る よ う に 前 記 装 置 内 で 呼 吸 を
シ ミ ュ レ ー ト さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 放 射 線 透 視 処 置 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 一 つ の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 腹 腔 鏡 手 術 に お い て 個 人 を 訓 練 し 、 評 価 す る 際 に 使 用 す る
解 剖 学 的 構 造 お よ び 方 法 を 含 め 、 手 術 お よ び 他 の 治 療 処 置 を 実 行 し 、 評 価 す る 装 置 お よ び
方 法 に 関 す る 。 装 置 お よ び 方 法 は さ ら に 、 腹 腔 鏡 を 使 用 し な い 手 術 、 特 に 精 密 さ を 必 要 と
し 、 処 置 中 に 作 用 を 受 け る 器 官 お よ び 身 体 部 分 の 動 的 動 作 に よ っ て 複 雑 に な る 手 術 の 訓 練
お よ び 評 価 に 使 用 す る こ と が で き る 。 装 置 お よ び 方 法 は さ ら に 、 放 射 線 透 視 法 の 訓 練 お よ
び 評 価 に も 使 用 す る こ と が で き る 。 好 ま し い 態 様 で は 、 本 発 明 の 装 置 は 、 訓 練 お よ び 評 価
が 実 行 さ れ て い る 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の 区 域 の 解 剖 学 的 、 動 的 お よ び ／ ま た は 力 学 的 特 性
を 真 似 る こ と が で き る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 特 許 出 願 は 、 全 体 的 に 本 願 に 引 用 し て 援 用 す る ２ ０ ０ ４ 年 ３ 月 ８ 日 出 願 の 米 国 特 許 仮
出 願 第 ６ ０ ／ ５ ５ １ ， ０ ９ ０ 号 の 利 益 を 主 張 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 腹 腔 鏡 手 術 は 、 小 さ い 切 開 部 を 通 し て 体 内 に 腹 腔 鏡 の 管 お よ び ス リ ー ブ を 挿 入 す る こ と
に よ っ て 実 行 さ れ る 。 次 に 、 手 術 を 実 行 し 、 監 視 す る た め に 、 管 お よ び ス リ ー ブ を 介 し て
様 々 な 器 具 お よ び ビ デ オ カ メ ラ （ 腹 腔 鏡 ） を 体 内 に 導 入 す る 。 腹 腔 鏡 お よ び 器 具 に よ っ て
、 外 科 医 は 、 腔 に ア ク セ ス す る た め に 標 準 的 な 大 き い 開 口 を 作 製 し 、 皮 膚 お よ び 筋 肉 を 分
割 す る こ と な く 、 体 腔 全 体 を 探 索 す る こ と が で き る 。 管 お よ び ス リ ー ブ は １ ０ ミ リ メ ー ト
ル の オ ー ダ の 直 径 を 有 し 、 し た が っ て 腹 腔 鏡 処 置 は 手 術 部 位 に ア ク セ ス す る た め に 小 さ い
切 開 部 し か 必 要 と し な い 。 こ の よ う な 切 開 部 は 伝 統 的 な 手 術 と 比 較 し て 、 外 傷 お よ び 必 要
と さ れ る 癒 着 を 大 幅 に 軽 減 し 、 そ の 結 果 、 入 院 期 間 お よ び 患 者 の 罹 患 率 を 低 下 さ せ 、 痛 み
抑 制 用 の 鎮 痛 剤 投 与 量 を 減 少 さ せ 、 美 的 結 果 を 向 上 さ せ 、 回 復 を 促 進 す る 。 こ の よ う な 処
置 は 、 泌 尿 器 、 婦 人 科 、 胸 部 お よ び 腹 部 手 術 な ど 、 多 種 多 様 な 処 置 に 使 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 腹 部 で の 従 来 通 り の 腹 腔 鏡 技 術 で は 、 最 初 に 患 者 の 腹 壁 を 通 し て ベ レ ス 針 を 挿
入 し 、 次 に 針 を 通 し て ガ ス 、 通 常 は 二 酸 化 炭 素 を 注 入 し 、 腹 腔 に 加 圧 し て 腹 壁 を 拡 張 す る
（ ガ ス 注 入 法 ） 。 通 常 は 、 獲 得 さ れ る 圧 力 が １ ５ ｍ ｍ Ｈ ｇ を 上 回 ら な い よ う に 、 圧 力 調 整
器 の ガ ス 注 入 器 を 針 に 接 続 す る 。 次 に 、 腹 部 に ５ 個 ま た は ６ 個 の 小 さ い （ ５ ～ １ ０ ｍ ｍ ）
の 切 開 部 を 作 製 す る 。 こ れ ら の 切 開 部 を 通 し 、 通 常 は 腹 腔 鏡 の 管 お よ び ス リ ー ブ を 通 し て
、 腹 腔 鏡 お よ び 手 術 器 具 を 拡 張 し た 腹 腔 に 挿 入 す る 。 こ れ で 外 科 医 は 、 ビ デ オ モ ニ タ 上 に
内 部 器 官 の 図 を 送 信 す る 腹 腔 鏡 に よ っ て 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 そ の 複 雑 さ の た め に 、 腹 腔 鏡 手 術 の 合 併 症 は 外 科 医 の 経 験 レ ベ ル と 密 接 に 相 関
す る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。 さ ら に 、 一 般 的 な 腹 腔 鏡 手 術 の 困 難 さ 、 泌 尿 器 科 の 用 途 の 高 い 複
雑 さ 、 お よ び 泌 尿 器 科 の 症 例 が 相 対 的 に 稀 で あ る こ と か ら 、 泌 尿 器 科 医 は 専 門 の 訓 練 プ ロ
グ ラ ム に ア ク セ ス し な け れ ば な ら な い 。 こ の 要 求 に 応 じ る た め に 、 多 数 の 泌 尿 器 科 腹 腔 鏡
手 術 プ ロ グ ラ ム お よ び 短 期 コ ー ス が 確 立 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ ） 。 訓 練 プ ロ グ ラ ム は
一 連 の 理 論 的 、 シ ミ ュ レ ー タ お よ び 動 物 訓 練 、 そ の 後 の 指 導 者 付 き 手 術 を 使 用 し 、 短 期 コ
ー ス は こ れ ら の ス テ ッ プ の う ち 最 初 の ３ つ し か 扱 わ な い 。 腹 腔 鏡 シ ミ ュ レ ー タ は 、 様 々 な
構 造 の 実 際 の 装 置 か 、 仮 想 現 実 （ Ｖ Ｒ ） シ ミ ュ レ ー タ か に 分 類 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 伝 統 的 な 訓 練 装 置 は 、 套 管 針 用 の 柔 軟 な 入 口 が あ る 箱 形 構 成 を 呈 す る 。 例 え ば 、 基 本 的
な 腹 腔 鏡 手 術 の 逆 転 運 動 訓 練 用 に 設 計 さ れ た 箱 形 訓 練 装 置 が 開 発 さ れ た （ 非 特 許 文 献 ３ ）
。 套 管 針 を 配 置 し 、 腹 部 に ガ ス 注 入 す る こ と が で き る 箱 形 訓 練 装 置 も 報 告 さ れ た （ 非 特 許
文 献 ４ 、 非 特 許 文 献 ５ ） 。 シ ア ト ル の Simulab Corporationは ワ シ ン ト ン 大 学 の Center of
 Videoendoscopic Surgeryと と も に 、 生 体 訓 練 に 取 っ て 代 わ る 目 的 で シ ミ ュ レ ー タ を 提 供
し て い る 。 こ の シ ミ ュ レ ー タ は 、 人 工 身 体 モ デ ル お よ び 処 置 特 有 の パ ッ ク を 備 え 、 被 訓 練
者 が 手 術 器 具 を 導 入 し 、 シ ミ ュ レ ー ト し た ラ テ ッ ク ス の 器 官 で 標 準 的 な 器 具 お よ び 腹 腔 鏡
の 腹 腔 鏡 技 能 を 実 践 す る こ と が で き る よ う に す る 。 貫 通 、 逆 転 し て 操 作 す る 技 術 、 モ ニ タ
ビ ジ ョ ン で 深 さ を 知 覚 す る こ と 、 お よ び 手 と 目 と の 協 調 を 獲 得 す る た め に 、 初 期 段 階 で の
一 般 的 腹 腔 鏡 訓 練 用 に 特 定 の 処 置 パ ッ ク が 使 用 可 能 で あ る が 、 こ れ は 現 実 的 な 解 剖 学 的 展
望 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 最 近 、 幾 つ か の 仮 想 現 実 （ Ｖ Ｒ ） の 外 科 用 シ ミ ュ レ ー タ が 入 手 可 能 に な っ て き た 。 こ の
よ う な 訓 練 装 置 は 、 コ ン ピ ュ ー タ モ デ ル 化 し た 人 体 お よ び 腹 腔 鏡 様 の 入 力 装 置 （ 触 覚 イ ン
タ フ ェ ー ス ） を 使 用 し 、 こ れ を 通 し て 被 訓 練 者 は モ デ ル と 対 話 し 、 特 定 の 手 術 処 置 を 実 行
す る 。 例 え ば 、 Ｍ Ｉ Ｓ Ｔ － Ｖ Ｒ は 、 Virtual Presenceが 開 発 し た 腹 腔 鏡 訓 練 装 置 で 、 幾 つ
か の 腹 腔 鏡 処 置 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 可 能 に す る （ 非 特 許 文 献 ６ 、 非 特 許 文 献 ７ ） 。 Ｖ Ｒ
シ ミ ュ レ ー タ は 、 潜 在 的 に 訓 練 の 代 替 物 を 提 供 す る こ と が で き る が 、 人 間 の 器 官 を 現 実 的
に モ デ ル 化 す る た め に 必 要 な 高 い 複 雑 さ の た め に 、 そ の 用 途 お よ び 有 用 性 は 現 在 の と こ ろ
制 限 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ８ 、 非 特 許 文 献 ９ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 生 き て い る 動 物 を 使 用 す る こ と は 、 組 織 の 特 性 に 関 し て は よ り 現 実 的 で あ る が 、 特 に 学
習 曲 線 の 開 始 時 に 、 高 い 費 用 お よ び 動 物 の 死 亡 率 に よ っ て 制 限 さ れ る 。 ま た 、 生 き て い る
動 物 を 使 用 す る と 、 手 術 の 技 能 を 実 践 で き る 期 間 が 制 限 さ れ る 。 さ ら に 、 動 物 は 人 間 と は
異 な る 解 剖 学 的 構 造 お よ び 器 官 の 位 置 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 磁 気 共 鳴 映 像 法 、 様 々 な 核 医 学 療 法 、 お よ び 超 音 波 処 置 の 訓 練 お よ び 査 定 を 含 む 様 々 な
画 像 処 理 療 法 お よ び 診 断 に 、 様 々 な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 方 法 も 使 用 さ れ て き た 。 Computeriz
ed Imaging Reference Systems, Inc.（ バ ー ジ ニ ア 州 ノ ー フ ォ ー ク ） は 、 こ の よ う な シ ミ
ュ レ ー シ ョ ン 用 途 の た め に 特 定 の 装 置 を 販 売 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 腹 腔 鏡 処 置 を 含 む 様 々 な 外 科 お よ び 映 像 処 理 処 置 を 実 行 す る 際 に 経 験 の レ ベ ル を 上 げ る
た め に 、 医 療 ス タ ッ フ 研 修 医 用 の 新 し い 装 置 お よ び 方 法 を 有 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｗ ． Ａ ． ク ー パ ー 、 Ｃ ． Ｓ ． フ ィ ッ シ ャ ー 、 Ｒ ． Ｊ ． 、 「 Predictors o
f laparoscopic complications after formal training in laparoscopic surgery」 、 Ｊ
Ａ Ｍ Ａ 、 ２ ７ ０ ： ２ ６ ８ ９ 、 １ ９ ９ ３
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Ｄ ． フ ァ ー レ ン カ ン プ 、 Ｊ ． ラ ス ワ イ ラ ー 、 Ｐ ． フ ォ ル ナ サ そ の 他 、 「
Complications of Laparoscopic Procedures in Urology: Experience with 2,407 Proce
dures at 4 German Centers」 、 Journal of Urology、 １ ６ ２ ： ７ ６ ５ 、 １ ９ ９ ９
【 非 特 許 文 献 ３ 】 Ｍ ． ミ ュ ー ガ ル 、 「 A cheap laparoscopic surgery trainer」 、 Ann R 
Coll Surgery、 イ ギ リ ス 、 ７ ４ ： ２ ５ ６ 、 １ ９ ９ ２
【 非 特 許 文 献 ４ 】 Ａ ． モ ン ロ ー 、 Ｋ ． パ ー ク 、 Ｄ ． ア ト キ ン ソ ン そ の 他 、 「 A laparoscop
ic surgical simulator」 、 J.R. Coll. Surg. Edimb.、 ３ ９ ： １ ７ ６ 、 １ ９ ９ ４
【 非 特 許 文 献 ５ 】 Ｇ ． コ プ チ ョ ク 、 Ｄ ． カ ヴ ァ イ エ 、 Ｓ ． ク ラ イ ン そ の 他 、 「 Endoscopic
 Surgery Training: Application of an In Vivo Trainer and In Vivo Swine Model」 、
Journal of Investigative Surgery、 ６ ： ３ ６ ９ 、 １ ９ ９ ３
【 非 特 許 文 献 ６ 】 Ｍ ． Ｓ ． ウ ィ ル ソ ン 、 Ａ ． ミ ド ル ブ ル ッ ク 、 Ｃ ． サ ッ ト ン そ の 他 、 「 MI
ST-VR: a virtual reality trainer for laparoscopic surgery assesses performance」
、 Annals of the Royal College of Surgeons of England、 ７ ９ ： ４ ０ ３ 、 １ ９ ９ ７
【 非 特 許 文 献 ７ 】 Ａ ． Ｇ ． ガ ラ ハ ー 、 Ｎ ． マ ク ル ー ア 、 Ｊ ． マ グ イ ガ ン そ の 他 、 「 Virtua
l reality training in laparoscopic surgery: A preliminary assessment of minimall
y invasive surgical trainerreality (MIST VR)」 、 Endoscopy、 ３ １ ： ３ １ ０ 、 １ ９ ９
９
【 非 特 許 文 献 ８ 】 Ｒ ． ニ ー ボ ー ン 、 「 Simulation in surgical training: educational i
ssues and practical implications」 、 Medical Education、 ３ ７ ： ２ ６ ７ 、 ２ ０ ０ ３
【 非 特 許 文 献 ９ 】 Ｇ ． ア ー ル バ ー グ 、 Ｔ ． ヘ イ キ ネ ン 、 Ｌ ． イ サ リ ウ ス そ の 他 、 「 Does t
raining in a virtual reality simulator improve surgical performance?」 、 Surg End
osc、 １ ６ ： １ ２ ６ 、 ２ ０ ０ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 様 々 な 医 療 処 置 、 特 に 腹 腔 鏡 処 置 、 放 射 線 透 視 処 置 、 お よ び 処 置 に 関 わ る 、
ま た は 処 置 に 影 響 す る 器 官 、 組 織 お よ び 様 々 な 身 体 部 分 の 動 的 動 作 に よ っ て 影 響 を 受 け る
こ と が あ る 精 密 さ を 必 要 と す る 様 々 な 医 学 処 置 の 訓 練 お よ び 評 価 に 使 用 す る 装 置 お よ び 方
法 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 つ の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 は ハ ウ ジ ン グ 、 器 官 ま た は 組 織 要 素 、 お よ び 器 官 ま た は 組
織 要 素 へ の 呼 吸 お よ び ／ ま た は 肺 の 作 用 を シ ミ ュ レ ー ト す る 機 器 を 備 え る 医 学 訓 練 お よ び
／ ま た は 評 価 装 置 を 特 徴 と す る 。 一 つ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 装 置 は 人 間 の 呼 吸 の 作 用
お よ び ／ ま た は 肺 力 作 用 を シ ミ ュ レ ー ト す る 。 本 明 細 書 で 言 及 す る 「 シ ミ ュ レ ー ト す る 」
ま た は 他 の 同 様 の 用 語 は 、 特 に 模 倣 す る た め に 表 示 ま た は モ デ ル を 生 成 す る と い う 意 味 で
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あ る 。 装 置 は 、 複 数 の 自 由 度 で 器 官 ま た は 組 織 の 要 素 に 力 を 加 え る こ と が 好 ま し い 。 本 明
細 書 で 言 及 す る 「 複 数 の 自 由 度 」 ま た は 同 様 の 用 語 は 、 特 定 の 要 素 の 動 作 を 完 全 に 特 定 す
る た め に 必 要 な 最 小 座 標 数 を 指 す 。 特 に 、 特 定 の 解 剖 学 的 構 造 に 関 し て 使 用 す る 場 合 、 本
発 明 の 対 応 す る 構 造 は 、 対 応 す る 実 際 の 解 剖 学 的 構 造 と 同 数 の 自 由 度 を 有 す る こ と が 好 ま
し い 。 し た が っ て 、 例 え ば 本 発 明 の 装 置 内 に （ 人 工 ま た は 実 際 の ） 心 臓 を 配 置 す る 場 合 、
こ れ に 生 体 内 の 心 臓 と 同 数 の 自 由 度 を 提 供 す る よ う な 方 法 で 、 こ れ を 配 置 す る こ と に な る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ハ ウ ジ ン グ は 、 任 意 の 単 純 な 幾 何 学 的 形 状 、 例 え ば 箱 形 要 素 ／ 箱 状 形 状 に 対 応 す る こ と
が で き る 。 本 明 細 書 で 使 用 す る 「 箱 形 要 素 」 ま た は 他 の 同 様 の 用 語 は 、 ベ ー ス お よ び ベ ー
ス に 対 し て ほ ぼ 直 角 で あ る こ と が 適 切 な 通 常 は ４ つ の 辺 を 有 す る 任 意 の 幾 何 学 的 形 状 を 含
む 。 箱 形 要 素 は 、 蓋 ま た は カ バ ー を 含 ん で も 、 含 ま な く て も よ い 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は
、 ハ ウ ジ ン グ は 哺 乳 動 物 の 幾 何 学 的 形 状 、 好 ま し く は 人 間 の 幾 何 学 的 形 状 の 少 な く と も 一
部 の 形 状 で あ る 。 本 明 細 書 で 使 用 す る 「 哺 乳 動 物 」 ま た は 他 の 同 様 の 用 語 は 、 哺 乳 類 の 様
々 な 温 血 脊 椎 動 物 の い ず れ か を 含 み 、 霊 長 類 、 特 に 人 間 を 含 む 。 ハ ウ ジ ン グ は 、 哺 乳 動 物
以 外 の 生 物 、 例 え ば 魚 （ 魚 類 上 綱 の 冷 血 水 生 脊 椎 動 物 ） 、 爬 虫 類 （ 爬 虫 類 綱 の 通 常 は 卵 を
産 む 冷 血 脊 椎 動 物 ） お よ び 鳥 （ 鳥 綱 の 通 常 は 卵 を 産 み 羽 根 が あ る 温 血 脊 椎 動 物 ） な ど の 形
状 で 提 供 し て よ い こ と も 想 定 さ れ る 。 ハ ウ ジ ン グ は 、 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 を 収
め る 一 つ 以 上 の 腔 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 本 明 細 書 で 言 及 す る 「 収 め る 」 ま た は 他 の 同
様 の 用 語 は 、 中 に 据 え る 、 含 む 、 ま た は 収 容 す る こ と を 指 す 。 一 つ 以 上 の 腔 は 、 対 応 す る
実 際 の 腔 の 裏 打 ち を シ ミ ュ レ ー ト す る 材 料 で 裏 打 ち す る こ と が で き る 。 幾 つ か の 実 施 形 態
で は 、 ハ ウ ジ ン グ は さ ら に 、 骨 格 系 を 含 む 。 装 置 は さ ら に 、 一 つ 以 上 の 壁 を 備 え て よ く 、
そ れ を 通 し て シ ミ ュ レ ー ト し た 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る こ と が で き る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で
は 、 一 つ 以 上 の 壁 は 腹 壁 に 対 応 し 、 ガ ス 注 入 を 可 能 に す る 材 料 で 作 製 さ れ る 。 ハ ウ ジ ン グ
お よ び ／ ま た は 壁 の 形 成 に 使 用 す る た め に 好 ま し い 材 料 は 、 解 剖 学 的 構 造 の 対 応 す る 部 分
を シ ミ ュ レ ー ト す る シ リ コ ー ン 材 料 で あ る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 装 置 は 、 放 射 線 透 視
処 置 の 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 に 順 応 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 装 置 は 、 放 射 線 透 視 処 置
の 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 に 順 応 す る 。 さ ら に 他 の 実 施 形 態 で は 、 装 置 は 、 特 定 の 精 密 さ
を 必 要 と し 、 処 置 に 関 わ る 器 官 お よ び 身 体 部 分 の 動 的 動 作 に よ っ て 複 雑 に な る こ と が あ る
処 置 に 順 応 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 例 示 的 実 施 形 態 で は 、 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 装 置 は 、 人 間 の 胴 体 の 形 状 で あ る ハ ウ ジ
ン グ 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 、 お よ び 器 官 ま た は 組 織 要 素 へ の 呼
吸 お よ び ／ ま た は 肺 の 作 用 を シ ミ ュ レ ー ト す る 装 置 を 備 え る 。 装 置 は 、 サ イ ズ 、 寸 法 お よ
び 比 率 の 面 で 対 応 す る 解 剖 学 的 構 造 を シ ミ ュ レ ー ト す る よ う に 提 供 す る こ と が 好 ま し い 。
装 置 は さ ら に 、 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 を 配 置 し た 人 間 の 胴 体 の 一 つ 以 上 の 腔 に 対
応 す る 一 つ 以 上 の 腔 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 装 置 は 、 シ ミ ュ レ ー ト し た 腹 腔 鏡 処 置 を 続
行 で き る 一 つ 以 上 の 器 官 上 に 位 置 決 め さ れ た 一 つ 以 上 の 着 脱 式 壁 要 素 を 含 む こ と が で き る
。 一 つ の 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 壁 要 素 は 、 人 間 の 腹 壁 に 対 応 す る よ う な 構 成 で あ り 、
好 ま し く は ハ ウ ジ ン グ 内 で ガ ス 注 入 法 を 可 能 に す る よ う な 構 成 で あ る 。 さ ら に 、 一 つ 以 上
の 壁 要 素 は 、 腹 腔 鏡 器 具 で 穿 孔 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。 装 置 は さ ら に 、 循 環 器 系 、 泌
尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 を シ ミ ュ レ ー ト す る 装 置 を 備 え て よ い 。 ハ ウ ジ ン グ は さ ら
に 、 骨 格 系 を 含 ん で よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 つ 以 上 の 器 官 は 、 器 官 が 動 作 可 能 な 自 由 度 で 、 対 応 す る 器 官 の 接 続 部 を シ ミ ュ レ ー ト
す る よ う な 方 法 で 、 装 置 の 様 々 な 部 分 に 締 め 付 け る こ と が で き る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は
、 外 部 ハ ウ ジ ン グ は さ ら に 、 生 体 の 組 織 お よ び 筋 肉 に 対 応 す る 実 際 の 、 ま た は 人 工 の 組 織
お よ び 筋 肉 を 収 容 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 外 部 ハ ウ ジ ン グ は 、 体 壁 の 対 応 す る 部 分 の 特 性 を シ ミ ュ レ ー ト す る 一 つ 以 上 の 材 料 で 作
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製 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 幾 つ か の 適 切 な 材 料 は 可 撓 性 ウ レ タ ン ゴ ム 、 熱 可 塑 性 ポ
リ ウ レ タ ン お よ び シ リ コ ー ン ゴ ム を 含 む が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 形 成
に 使 用 さ れ る 材 料 は 、 体 壁 の 対 応 す る 部 分 と 同 様 の 引 っ 張 り 強 度 、 伸 び 率 、 硬 度 お よ び ／
ま た は 引 き 裂 き 強 度 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 特 性 が 「 皮 膚 様 (skin-like)」 で あ る 材 料
を 選 択 す る こ と が 、 特 に 望 ま し い 。 外 部 ハ ウ ジ ン グ は 、 シ リ コ ー ン 材 料 で 作 製 す る こ と が
好 ま し い 。 所 望 に 応 じ て 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ は 人 間 の 皮 膚 の 様 々 な 色 と 同 様 に 着 色 し て よ い
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 装 置 は 、 様 々 な 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 処 置 に 使 用 す る こ と が で き る 。 一 つ の 実 施 形 態
で は 、 装 置 は 腹 腔 鏡 処 置 の 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 用 で あ る 。 こ の よ う な 実 施 形 態 で は 、
装 置 は 、 一 つ 以 上 の 壁 を 通 し て 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 で き る よ う に 、 一 つ 以 上 の 器 官 の 上 に 位
置 決 め さ れ た 一 つ 以 上 の 壁 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 一 つ 以 上 の 壁 は 、 対 応 す る 体 壁 と 同 様
の 特 性 を 提 供 す る 材 料 で 作 製 す る こ と が 好 ま し く 、 こ れ を 通 し て 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る 。
例 示 的 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 壁 は 腹 壁 に 対 応 し 、 ガ ス 注 入 法 を 可 能 に す る 材 料 で 作 製
さ れ る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 壁 は 、 一 つ 以 上 の 予 備 形 成 し た 開 口 を 含 み 、
こ れ を 通 し て 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る こ と が で き る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 壁
は 、 腹 腔 鏡 器 具 で 穿 孔 可 能 で あ る 材 料 で 作 製 さ れ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 特 に 腹 腔 鏡
器 具 で 一 つ 以 上 の 壁 を 穿 孔 し 、 一 つ 以 上 の 壁 は 使 い 捨 て ま た は 除 去 可 能 で あ る 。 壁 は 、 繰
り 返 し 締 結 し 、 締 結 解 除 す る こ と が で き る 任 意 の 従 来 通 り の 締 結 手 段 を 使 用 し て 、 着 脱 式
に 締 結 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 締 結 手 段 は ボ タ ン 、 ス ナ ッ プ 、 フ ッ ク 、 ベ ル ク ロ 、 ク
リ ッ プ お よ び 対 合 す る リ ッ プ と 窪 ん だ 部 分 を 含 む こ と が で き る が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。
一 つ 以 上 の 壁 の 形 成 に 有 用 な 幾 つ か の 材 料 は 、 可 撓 性 ウ レ タ ン ゴ ム 、 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ
ン お よ び シ リ コ ー ン ゴ ム を 含 む が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。 一 つ 以 上 の 壁 の 形 成 に 使 用 さ れ
る 材 料 は 、 対 応 す る 体 壁 （ 例 え ば 腹 壁 ） と 同 様 の 引 っ 張 り 強 度 、 伸 び 率 、 硬 度 お よ び ／ ま
た は 引 き 裂 き 強 度 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 壁 は 、 ２
つ 以 上 の 層 の 材 料 で 作 製 さ れ る 。 例 え ば 、 例 示 的 実 施 形 態 で は 、 内 層 は 、 ５ ０ ％ の 成 分 Ｃ
が あ る Cine Skin Silicone A/B（ 伸 び 率 ： １ ０ ０ ０ ％ （ Ａ ／ Ｂ ＋ ５ ０ ％ Ｃ ） ） の よ う な 相
当 に 、 ま た は 高 度 に 弾 性 の 材 料 で 作 製 さ れ 、 外 層 は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 形 成 に 使 用 し た も
の か ら 選 択 し た 材 料 で 作 製 さ れ る 。 例 え ば 、 一 つ 以 上 の 壁 は ２ つ の 層 を 備 え て よ く 、 内 層
は 外 層 と 比 較 し て さ ら に 弾 性 の 材 料 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 装 置 を 腹 腔 鏡 処 置 の 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 に 使 用 す る 別 の 例 示 的 実 施 形 態 で は 、 外 部
ハ ウ ジ ン グ は 、 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る 際 に 通 る 一 つ 以 上 の 部 分 を 含 む 。 例 え ば 、 一 つ 以 上
の 部 分 は 一 つ 以 上 の 開 口 を 含 ん で よ く 、 こ れ を 通 し て 一 つ 以 上 の 器 官 に ア ク セ ス す る こ と
が で き 、 こ れ を 通 し て ラ プ サ ラ ス コ ー プ 、 腹 腔 鏡 器 具 、 腹 腔 鏡 管 お よ び ス リ ー ブ を 挿 入 し
、 操 作 す る こ と が で き る 。 一 つ の 実 施 形 態 で は 、 装 置 は さ ら に 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 一 つ 以
上 の 部 分 の 間 に 位 置 決 め さ れ 、 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る 際 に 通 る 一 つ 以 上 の 壁 、 お よ び 一 つ
以 上 の 器 官 を 含 む 。 使 用 中 に 、 腹 腔 鏡 お よ び 腹 腔 鏡 器 具 は 、 一 つ 以 上 の 壁 を 通 し て 挿 入 し
、 操 作 す る 。 一 つ 以 上 の 壁 は 一 つ 以 上 の 予 備 形 成 し た 開 口 を 含 み 、 こ れ を 通 し て 腹 腔 鏡 処
置 を 実 行 す る こ と が で き る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 壁 は 、 腹 腔 鏡 器 具 で 穿 孔
可 能 で あ る 材 料 で 作 製 さ れ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 壁 は 、 一 つ 以 上 の 開 口
を 着 脱 式 に 密 封 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 壁 は 、 一 つ 以 上 の 開 口 を 密 封 す る よ う に
、 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 締 結 す る こ と が で き る 。 両 方 の 実 施 形 態 で 、 壁 は 、 任 意 の 従 来 通 り の
締 結 手 段 を 使 用 し て 締 結 す る こ と が 好 ま し い 。 壁 は 着 脱 式 に 締 結 さ れ 、 締 結 手 段 は 、 繰 り
返 し 締 結 し 、 締 結 解 除 す る こ と が で き る 手 段 で あ る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 締 結 手 段 は
ボ タ ン 、 ス ナ ッ プ 、 フ ッ ク 、 ベ ル ク ロ 、 ク リ ッ プ お よ び 対 合 す る リ ッ プ と 窪 ん だ 部 分 を 含
む こ と が で き る が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 壁 は 廃 棄 お
よ び 除 去 可 能 で あ り 、 処 置 を 実 行 す る 際 に 通 る 対 応 す る 体 壁 の 特 性 を シ ミ ュ レ ー ト す る 材
料 （ 例 え ば 可 撓 性 ウ レ タ ン ゴ ム 、 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン お よ び シ リ コ ー ン ゴ ム ） で 作 製 す
る こ と が 好 ま し い 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 壁 は 、 ガ ス 注 入 法 を 可 能 に す る 材
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料 で 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 別 の 例 示 的 実 施 形 態 で は 、 腹 腔 鏡 処 置 で 使 用 す る 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 装 置 は 、 人 間
の 胴 体 を シ ミ ュ レ ー ト す る よ う な サ イ ズ お よ び 比 率 に し た 人 間 の 胴 体 の 形 状 で あ る 外 部 ハ
ウ ジ ン グ 、 生 体 内 の 対 応 す る 器 官 の 動 作 を シ ミ ュ レ ー ト す る 方 法 で 、 複 数 の 自 由 度 に て 動
作 す る よ う に 提 供 さ れ た 外 部 ハ ウ ジ ン グ 内 の 一 つ 以 上 の 器 官 、 腹 壁 に 対 応 し 、 腹 腔 鏡 処 置
を 続 行 す る 際 に 通 る 一 つ 以 上 の 器 官 上 に 位 置 決 め さ れ た 使 い 捨 て で 除 去 可 能 な 壁 、 お よ び
呼 吸 お よ び ／ ま た は 肺 の 動 作 を シ ミ ュ レ ー ト す る 手 段 を 備 え る 。 一 つ 以 上 の 使 い 捨 て で 除
去 可 能 な 壁 は 、 腹 壁 の 特 性 を シ ミ ュ レ ー ト す る よ う に 設 計 さ れ る 。 例 え ば 、 一 つ 以 上 の 使
い 捨 て で 除 去 可 能 な 壁 は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ 内 で ガ ス 注 入 法 を 可 能 に す る こ と が で き 、 腹 腔
鏡 器 具 で 穿 孔 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。 装 置 は さ ら に 、 一 つ 以 上 の 器 官 を 収 容 す る 一 つ
以 上 の 腔 を 備 え て よ い 。 一 つ 以 上 の 腔 は 、 人 体 の 対 応 す る 腔 を シ ミ ュ レ ー ト す る 方 法 で 位
置 決 め さ れ 、 サ イ ズ 決 定 さ れ 、 成 形 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 一 つ の 実 施 形 態 で は 、 呼 吸 お
よ び ／ ま た は 肺 の 動 作 を シ ミ ュ レ ー ト す る 手 段 は １ 本 以 上 の 管 を 備 え 、 こ れ を 通 し て ガ ス
お よ び ／ ま た は 液 体 を 循 環 す る こ と が で き る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 装 置 は さ ら に 、 循
環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 を シ ミ ュ レ ー ト す る 手 段 を 備 え て よ い 。 こ の よ
う な 手 段 は １ 本 以 上 の 管 を 備 え て よ く 、 こ れ を 通 し て ガ ス お よ び ／ ま た は 液 体 を 循 環 す る
こ と が で き る 。 所 望 に 応 じ て 、 骨 格 系 を さ ら に 外 部 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 す る こ と が で き る
。 骨 格 系 は 、 実 際 の 骨 格 系 に 類 似 し た 特 性 を 提 供 す る 材 料 で 作 製 し た 人 工 骨 格 系 で あ る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 装 置 は 放 射 線 透 視 処 置 の 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 に 有 用 で あ る 。 こ
の よ う な 実 施 形 態 で は 、 装 置 は 、 解 剖 学 的 構 造 の 対 応 す る 部 分 、 お よ び 装 置 内 に 含 ま れ る
様 々 な 器 官 お よ び 組 織 の サ イ ズ 、 位 置 お よ び 比 率 を シ ミ ュ レ ー ト す る よ う に 設 計 す る こ と
が 好 ま し い 。 さ ら に 、 装 置 の 構 成 要 素 は 、 様 々 な 放 射 線 処 置 を 現 実 的 に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
で き る よ う に す る 材 料 で 作 製 す る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 例 え ば 装 置 を 画 像 の 生 成
に 使 用 す る 場 合 、 様 々 な 部 分 を 形 成 す る 材 料 は 、 Ｘ 線 、 Ｃ Ｔ （ コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 法 ）
、 Ｍ Ｒ Ｉ （ 磁 気 共 鳴 映 像 法 ） 、 超 音 波 、 核 磁 気 共 鳴 映 像 法 お よ び 介 入 放 射 線 装 置 を 使 用 し
て 正 確 な 画 像 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 装 置 を 使 用 す る こ と と 、 医 学 処 置 を 実 行 す る こ と と を
含 む 医 学 処 置 の 訓 練 ま た は 評 価 方 法 も 含 む 。 特 に 一 つ の 実 施 形 態 で は 、 方 法 は 、 哺 乳 動 物
の 解 剖 学 的 構 造 の 少 な く と も 一 部 の 形 状 で あ る ハ ウ ジ ン グ 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の 一 つ 以 上 の 器
官 ま た は 組 織 要 素 、 お よ び 器 官 ま た は 組 織 要 素 へ の 呼 吸 お よ び ／ ま た は 肺 の 作 用 を シ ミ ュ
レ ー ト し 、 装 置 内 で 呼 吸 お よ び ／ ま た は 肺 の 作 用 を シ ミ ュ レ ー ト さ せ 、 医 学 処 置 を 実 行 す
る 装 置 を 備 え る 訓 練 装 置 を 提 供 す る こ と を 含 む 。 こ の よ う な 方 法 の 間 に 、 一 つ 以 上 の 器 官
ま た は 組 織 要 素 は 、 呼 吸 お よ び ／ ま た は 肺 の 作 用 の 結 果 と し て 動 作 す る こ と が 好 ま し い 。
方 法 は さ ら に 、 腹 腔 鏡 お よ び 一 つ 以 上 の 腹 腔 鏡 器 具 を 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 す る こ と と 、
腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る こ と と を 含 む 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 方 法 は さ ら に 、 一 つ 以 上 の 器 官
ま た は 組 織 要 素 を 放 射 線 で 映 像 化 す る こ と を 含 む 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 腹 腔 鏡 訓 練 お
よ び ／ ま た は 評 価 装 置 は さ ら に 、 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 を シ ミ ュ レ
ー ト す る 装 置 を 備 え 、 方 法 は さ ら に 、 腹 腔 鏡 お よ び 腹 腔 鏡 器 具 を 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 す
る 前 に 、 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 を 腹 腔 鏡 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 装
置 内 で シ ミ ュ レ ー ト さ せ る こ と を 含 む 。 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 は 、 こ の よ う な シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 と し て 、 生 体 内 の 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 に よ
る 作 用 中 に 対 応 す る 器 官 ま た は 組 織 要 素 の 動 作 を 真 似 る 方 法 で 動 作 す る こ と が 好 ま し い 。
本 明 細 書 で 言 及 す る 「 真 似 る 」 ま た は 他 の 同 様 の 用 語 は 、 シ ミ ュ レ ー ト す る 、 コ ピ ー す る
、 ま た は 模 倣 す る 、 特 に 綿 密 に コ ピ ー す る か 、 模 倣 す る こ と を 指 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 つ の 例 示 的 実 施 形 態 は 、 腹 腔 鏡 処 置 を 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 す る 方 法 で 、 記 載 さ れ
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た 実 施 形 態 の い ず れ か に よ る 腹 腔 鏡 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 装 置 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
腹 腔 鏡 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 装 置 内 で 呼 吸 を シ ミ ュ レ ー ト さ せ る ス テ ッ プ と を 含 み 、 一
つ 以 上 の 器 官 は 、 こ の よ う な 呼 吸 の 結 果 と し て 、 呼 吸 中 の 生 体 内 の 対 応 す る 器 官 の 動 作 を
真 似 る 方 法 で 動 作 し 、 さ ら に 腹 腔 鏡 お よ び 腹 腔 鏡 器 具 を 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 し 、 腹 腔 鏡
処 置 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 含 む 方 法 を 提 供 す る 。 腹 腔 鏡 訓 練 お よ び ／ 評 価 装 置 は さ ら に 、
一 つ 以 上 の 腔 を 備 え る こ と が 好 ま し く 、 こ の 中 に 一 つ 以 上 の 器 官 を 、 生 体 内 の 器 官 お よ び
腔 の 配 置 を シ ミ ュ レ ー ト す る 方 法 で 配 置 す る 。 一 つ 以 上 の 壁 が 一 つ 以 上 の 器 官 の 上 に 含 ま
れ る こ と が 好 ま し く 、 そ れ を 通 し て 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 し 、 腹 腔 鏡 お よ び 腹 腔 鏡 器 具 は 、 壁
を 通 し て 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 さ れ る 。 一 つ の 実 施 形 態 で は 、 壁 は 一 つ 以 上 の 予 備 形 成 さ
れ た 開 口 を 含 み 、 し た が っ て 腹 腔 鏡 お よ び 腹 腔 鏡 器 具 は 、 一 つ 以 上 の 予 備 形 成 開 口 を 通 し
て こ れ を 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 壁 を 通 し て 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 さ れ る 。 別 の 実 施 形 態
で は 、 腹 腔 鏡 お よ び 腹 腔 鏡 器 具 は 、 壁 を 穿 孔 し 、 壁 に 形 成 さ れ た 開 口 を 通 し て 腹 腔 鏡 お よ
び 腹 腔 鏡 器 具 を 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 さ れ る 。 幾 つ か の 処 置 で は
、 腹 腔 鏡 お よ び 腹 腔 鏡 器 具 を 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 す る 前 に 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ に ガ ス を 注
入 し て 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に ガ ス 注 入 す る 。 例 示 的 実 施 形 態 で は 、 液 体 お よ び ／ ま た
は 気 体 を 循 環 さ せ る こ と が で き る １ 本 以 上 の 管 が 、 呼 吸 を シ ミ ュ レ ー ト す る メ カ ニ ズ ム を
提 供 し 、 方 法 は さ ら に 、 管 を 通 し て 一 つ 以 上 の 液 体 お よ び ／ ま た は 気 体 を 流 す こ と に よ っ
て 呼 吸 を シ ミ ュ レ ー ト さ せ る こ と を 含 む 。 所 望 に 応 じ て 、 腹 腔 鏡 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価
装 置 は さ ら に 、 肺 の 動 作 、 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 を シ ミ ュ レ ー ト す
る 手 段 を 備 え て よ く 、 方 法 は さ ら に 、 腹 腔 鏡 お よ び 腹 腔 鏡 器 具 を 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 す
る 前 に 、 肺 の 動 作 、 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 を 腹 腔 鏡 訓 練 お よ び ／ ま
た は 評 価 装 置 内 で シ ミ ュ レ ー ト さ せ る こ と を 含 み 、 一 つ 以 上 の 器 官 は 、 こ の よ う な 動 作 お
よ び ／ ま た は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 と し て 、 生 体 内 の 肺 の 動 作 、 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お
よ び ／ ま た は 消 化 器 系 の 作 用 中 に 対 応 す る 器 官 の 動 作 を 真 似 る 方 法 で 動 作 す る 。 幾 つ か の
実 施 形 態 で は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ ま た は 壁 も 、 こ の 動 作 お よ び ／ ま た は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の
結 果 と し て 、 こ の よ う な 呼 吸 中 の 対 応 す る 体 壁 部 分 の 動 作 、 肺 の 動 作 、 ま た は 循 環 器 系 、
泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 の 作 用 を 真 似 る 方 法 で 動 作 す る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は
、 外 部 ハ ウ ジ ン グ は さ ら に 骨 格 系 を 収 容 し 、 方 法 は さ ら に 、 骨 格 系 を 通 し て 腹 腔 鏡 お よ び
腹 腔 鏡 器 具 を 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 実 施 形 態 の い ず れ か に よ る 訓 練 お
よ び ／ ま た は 評 価 装 置 、 特 に 哺 乳 動 物 の 解 剖 学 的 構 造 の 一 つ 以 上 の 部 分 の 形 状 で あ る 外 部
ハ ウ ジ ン グ 、 複 数 の 自 由 度 で 動 作 す る よ う に 設 け ら れ た 外 部 ハ ウ ジ ン グ 内 の 一 つ 以 上 の 器
官 ま た は 組 織 要 素 、 お よ び 呼 吸 を シ ミ ュ レ ー ト す る 手 段 を 備 え る 装 置 を 提 供 す る こ と に よ
っ て 、 放 射 線 透 視 処 置 を 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 す る 方 法 を 提 供 す る 。 方 法 は さ ら に 、 訓
練 お よ び ／ ま た は 評 価 装 置 内 で 呼 吸 を シ ミ ュ レ ー ト さ せ る こ と を 含 み 、 一 つ 以 上 の 器 官 ま
た は 組 織 要 素 は 、 こ の よ う な 呼 吸 の 結 果 と し て 、 生 体 内 の 呼 吸 中 の 対 応 す る 器 官 お よ び 組
織 要 素 の 動 作 を 真 似 る 方 法 で 動 作 し 、 さ ら に 放 射 線 透 視 処 置 を 実 行 す る こ と を 含 む 。 こ の
よ う な 方 法 は さ ら に 、 肺 の 動 作 、 循 環 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 を 訓 練 お よ
び ／ 評 価 装 置 内 で シ ミ ュ レ ー ト さ せ る こ と を 含 ん で よ く 、 一 つ 以 上 の 器 官 は 、 こ の よ う な
動 作 お よ び ／ ま た は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 と し て 、 生 体 内 の 肺 の 動 作 、 循 環 器 系 、 泌 尿
器 系 お よ び ／ ま た は 消 化 器 系 に よ る 作 用 中 に 対 応 す る 器 官 の 動 作 を 真 似 る 方 法 で 動 作 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 明 細 書 で 検 討 す る よ う に 、 例 え ば 実 際 の 、 ま た は シ ミ ュ レ ー ト し た 心 臓 、 肺 臓 、 肝 臓
、 腎 臓 、 前 立 腺 、 睾 丸 、 卵 巣 、 骨 格 筋 、 上 皮 組 織 、 結 合 組 織 、 神 経 組 織 、 胸 部 組 織 、 腎 臓
、 脳 、 脾 臓 、 胃 、 腸 な ど を 含 む 多 種 多 様 な 実 際 の 、 ま た は シ ミ ュ レ ー ト し た 器 官 ま た は 組
織 を 、 本 発 明 に よ り 操 作 お よ び ／ ま た は 治 療 す る こ と が で き る 。 本 明 細 書 で 言 及 す る 「 器
官 ま た は 組 織 要 素 」 ま た は 他 の 同 様 の 用 語 は 、 実 際 の 、 ま た は シ ミ ュ レ ー ト し た 心 臓 、 肺
臓 、 肝 臓 、 腎 臓 、 前 立 腺 、 睾 丸 、 卵 巣 、 骨 格 筋 、 上 皮 組 織 、 結 合 組 織 、 神 経 組 織 、 胸 部 組
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織 、 腎 臓 、 脳 、 脾 臓 、 胃 、 腸 な ど を 含 め 、 （ 動 物 、 特 に 牛 、 羊 、 霊 長 類 な ど の よ う な 哺 乳
動 物 か ら 獲 得 さ れ る よ う な ） こ の よ う な 実 際 の 組 織 ま た は 器 官 、 ま た は （ 市 販 さ れ る か 、
例 え ば こ の よ う な 哺 乳 動 物 （ 特 に 人 間 ） の 器 官 ま た は 組 織 を ほ ぼ 複 製 す る た め に 、 本 明 細
書 で 開 示 さ れ る よ う な シ リ コ ー ン な ど の 材 料 か ら 構 成 で き る よ う な ） シ ミ ュ レ ー ト し た 組
織 ま た は 器 官 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は さ ら に 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 装 置 の 一 つ 以 上 を 備 え る 、 腹 腔 鏡 お よ び ／ ま た
は 放 射 線 透 視 処 置 を 訓 練 お よ び ／ ま た は 評 価 す る キ ッ ト を 含 む 。 一 つ 以 上 の 装 置 は 、 無 菌
状 態 で 包 装 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 、 実 施 形 態 お よ び 利 点 は 、 以 下 で 検 討 す る よ う に 当 業 者 に は 容 易 に 明
白 に な る 。 認 識 さ れ る よ う に 、 本 発 明 は 本 発 明 か ら 逸 脱 す る こ と な く 他 の 異 な る 実 施 形 態
も 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 以 下 の 説 明 、 さ ら に 本 明 細 書 に 添 付 さ れ た い ず れ の 図 面 も 、
例 示 的 な 性 質 で あ る も の と 見 な さ れ 、 限 定 的 で あ る と は 見 な さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 性 質 お よ び 所 望 の 目 的 を さ ら に 十 分 に 理 解 す る た め に 、 添 付 図 面 と 組 み 合 わ せ
て 考 察 し な が ら 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 参 照 す る 。 図 面 で は 、 同 様 の 参 照 符 号 は 幾 つ か の 図 を
通 し て 対 応 す る 部 品 を 指 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 は 、 医 学 措 置 で 個 人 の 訓 練 に 使 用 す る 装 置 お よ び 方 法 を 提 供 す る 。 特 に 、 装 置 お
よ び 方 法 は 、 腹 腔 鏡 手 術 、 放 射 線 透 視 処 置 、 お よ び 生 体 の 動 的 動 作 か ら 影 響 を 受 け る こ と
が あ る 精 密 な 処 置 を 実 行 す る 際 に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 装 置 は 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 器 官 お よ び ／ ま た は 組 織 要 素 と 、 生 体 （ 男 性
、 女 性 、 子 供 ま た は 大 人 で よ い 哺 乳 動 物 、 特 に 人 間 な ど ） が 器 官 お よ び ／ ま た は 組 織 要 素
に 加 え る 一 つ 以 上 の 力 を シ ミ ュ レ ー ト 可 能 な 装 置 と を 含 む 。 器 官 お よ び ／ ま た は 組 織 要 素
に 適 切 に 加 え ら れ る 一 つ 以 上 の 力 は 、 生 き て い る 哺 乳 動 物 に よ る 不 随 意 運 動 、 例 え ば 呼 吸
、 肺 循 環 系 （ 特 に 心 拍 ） 、 循 環 器 系 、 消 化 器 系 な ど の 結 果 で あ る 運 動 、 特 に 呼 吸 お よ び ／
ま た は 肺 の 作 用 と 一 般 的 に 見 な さ れ て い る も の の 結 果 で あ る 力 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 例 示 的 実 施 形 態 を 示 す 図 面 を 参 照 す る と 、 好 ま し い 装 置 は 、 人 間 の 解 剖
学 的 構 造 の 体 壁 を 表 す 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ を 備 え る 。 体 壁 は 、 身 体 を 支 持 し 、 身 体 の 腔 お よ
び 器 官 お よ び 組 織 要 素 を 囲 む 枠 組 を 形 成 す る 。 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は さ ら に 、 一 つ 以 上 の 器
官 ま た は 組 織 要 素 を 収 容 す る 手 段 を 含 む 。 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 所 望 に 応 じ て 処 置 ご と に
器 官 ま た は 組 織 要 素 を 追 加 し 、 除 去 す る よ う に 、 繰 り 返 し 開 放 し 、 密 封 す る こ と が で き る
こ と が 好 ま し い 。 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る た め に 装 置 を 使 用 す る 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 腹
腔 鏡 お よ び 様 々 な 腹 腔 鏡 器 具 を 挿 入 し 、 操 作 す る 際 に 通 る 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 部 分 は 、 予 備
形 成 し た 開 口 ２ で 作 製 す る こ と が で き 、 腹 腔 鏡 お よ び 器 具 は 直 接 開 口 ２ を 通 す か 、 開 口 ２
に 挿 入 し た 管 お よ び ／ ま た は ス リ ー ブ を 通 し て 挿 入 し 、 操 作 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 腹
腔 鏡 お よ び 様 々 な 腹 腔 鏡 器 具 を 挿 入 し 、 操 作 す る 際 に 通 る 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 部 分 は 、 身 体
の そ の 部 分 の 特 性 を 真 似 た 使 い 捨 て の 壁 ３ で 作 製 す る こ と が で き 、 し た が っ て 使 用 者 は 切
開 し て 、 開 口 を 形 成 し 、 そ れ を 通 し て 腹 腔 鏡 、 器 具 、 ス リ ー ブ お よ び 管 を 挿 入 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ で 示 す よ う な 一 つ の 実 施 形 態 で は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 任 意 の 単 純 な 幾 何 学 的 形 状
、 例 え ば 正 方 形 、 長 方 形 、 楕 円 形 な ど で あ り 、 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 を 収 容 す る
た め に 一 つ 以 上 の 腔 ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 哺 乳 動 物 の 解 剖 学 的 構 造 、 好 ま し く は 人 間 の 解
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剖 学 的 構 造 の 形 状 を 複 製 す る よ う に 特 に 設 計 さ れ る 。 し た が っ て 、 例 え ば 見 る 人 に と っ て
人 体 ま た は 人 体 の 一 部 の 形 状 と 認 識 可 能 で あ る よ う な 形 状 を 有 す る 外 部 ハ ウ ジ ン グ を 提 供
す る こ と が 望 ま し い 。 例 え ば 図 ２ か ら 図 ６ で 示 す よ う に 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 人 間 の 胴
体 の 形 状 で よ く 、 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 を 収 容 す る た め に 一 つ 以 上 の 腔 ４ を 含 ん
で よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 予 備 形 成 し た 複 数 の 開 口 ２ を 含 ん で よ く 、 そ れ を 通 し て 腹 腔 鏡 お
よ び 機 器 を 直 接 的 に 、 ま た は 開 口 ２ を 通 し て 挿 入 し た 管 お よ び ／ ま た は ス リ ー ブ を 通 し て
挿 入 し 、 操 作 す る こ と が で き る 。 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は さ ら に 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ 内 の 予 備
形 成 開 口 ２ と 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 と の 間 に 、 例 え ば 腹 壁 な ど の 体 壁 を 真 似 た 壁 ま た
は 材 料 薄 板 ５ を 含 ん で よ い 。 壁 ま た は 材 料 薄 板 ５ は 、 腹 腔 鏡 処 置 中 に 腹 腔 で 実 行 さ れ る こ
と が 多 い ガ ス 注 入 法 を 可 能 に す る よ う に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は
、 壁 ま た は 材 料 薄 板 ５ は 一 つ 以 上 の 予 備 形 成 し た 開 口 を 含 み 、 こ れ を 通 し て 処 置 を 実 行 す
る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 壁 ま た は 材 料 薄 板 は 、 腹 腔 鏡 器 具 を 使 用 し て 穿 孔 さ れ 、 し た が っ
て 交 換 可 能 で 使 い 捨 て で あ る こ と が 好 ま し い 。 予 備 形 成 し た 開 口 を 有 す る 外 部 ハ ウ ジ ン グ
１ は 、 任 意 の 材 料 で 作 製 す る こ と が で き る 。 例 え ば 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 外 部 ハ ウ ジ ン
グ １ は 金 属 ま た は プ ラ ス チ ッ ク で 作 製 す る 。 こ れ ら の 実 施 形 態 で は 、 体 壁 の 特 徴 を 、 外 部
ハ ウ ジ ン グ １ 内 の 壁 ま た は 材 料 薄 板 ５ で シ ミ ュ レ ー ト す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 他 の 実 施 形 態 で は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 壁 ま た は 材 料 薄 板 ５ を 含 ま ず 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ
１ 自 体 が 、 体 壁 の 外 観 、 き め 、 引 っ 張 り 特 性 、 弾 性 特 性 、 密 度 お よ び ／ ま た は 様 々 な 他 の
特 性 を 有 す る よ う に 選 択 し た 材 料 で 作 製 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 少 な く と も 処 置 を 実
行 す る 際 に 通 る 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 部 分 が 、 体 壁 の そ の 部 分 の 様 々 な 所 望 の 特 性 を 真 似 る よ
う に 選 択 さ れ た 材 料 で 作 製 さ れ る 。 特 に 、 腹 腔 鏡 処 置 中 に 使 用 す る 様 々 な 器 具 で 外 壁 １ に
接 触 す る か 、 そ れ を 切 断 、 縫 合 、 ま た は 他 の 方 法 で 操 作 す る 場 合 に 、 外 科 医 に 適 切 な 触 覚
の フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る 材 料 で 、 処 置 を 実 行 す る 際 に 通 る 外 壁 １ の 部 分 を 設 計 す る こ
と が 望 ま し い 。 さ ら に 、 材 料 の 弾 性 特 性 は 、 呼 吸 運 動 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ま た は ガ ス 注 入
法 を 可 能 に す る こ と が 好 ま し い 。 幾 つ か の 有 用 な 材 料 は 可 撓 性 ウ レ タ ン ゴ ム 、 熱 可 塑 性 ポ
リ ウ レ タ ン お よ び シ リ コ ー ン ゴ ム を 含 む が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。 適 切 な 材 料 を 選 択 す る
際 に 考 察 さ れ る 幾 つ か の 重 要 な 特 性 は 、 引 っ 張 り 強 度 、 伸 び 率 、 硬 度 お よ び 引 き 裂 き 強 度
を 含 む 。 特 性 が 「 皮 膚 様 」 で あ る 材 料 を 選 択 す る こ と が 、 特 に 望 ま し い 。 特 に 好 ま し い 実
施 形 態 で は 、 こ の よ う な 材 料 を 使 用 す る 成 形 プ ロ セ ス の 容 易 さ 、 そ の 結 果 の 力 学 的 特 性 、
成 分 の 混 合 比 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 こ れ ら の 特 性 を 変 更 す る 能 力 、 材 料 の 色 、 お よ
び 様 々 な 色 の 設 定 に 合 わ せ た 染 色 顔 料 の 使 用 可 能 性 に 基 づ き 、 幾 つ か の 「 皮 膚 様 」 材 料 を
さ ら に 選 択 す る こ と が で き る 。 例 え ば 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 外 観 が 現 実 的 で あ る 外 壁 １
を 提 供 で き る こ と が 望 ま し く 、 し た が っ て 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 外 壁 １ の 形 成 に 使 用 す
る 材 料 は 、 必 要 に 応 じ て 色 お よ び 染 色 顔 料 を 使 用 す る こ と に よ っ て 皮 膚 様 の 外 観 を 提 供 す
る よ う に 調 整 で き る こ と が 好 ま し い 。 外 壁 １ 、 ま た は 外 壁 １ の 一 部 の 形 成 に 使 用 す る た め
に 特 に 好 ま し い 一 つ の 市 販 材 料 は 、 Burman Industries Inc（ カ リ フ ォ ル ニ ア 州 Van Nuys
） の Cine Skin Silicone A/Bで あ る 。 Cine Skin Silicone A/Bは 、 以 下 の 物 理 的 特 性 を 有
す る 室 温 加 硫 ゴ ム で あ る 。 つ ま り 、 シ ョ ア 硬 度 が Ａ １ ０ 、 比 重 が １ ． １ ４ 、 引 っ 張 り 強 度
が ５ ２ ５ ｐ ｓ ｉ （ Ａ ＆ Ｂ の み ） 、 伸 び 率 が ５ ７ ５ ％ （ Ａ ＆ Ｂ の み ） 、 伸 び 率 が １ ０ ０ ０ ％
（ Ａ ／ Ｂ ＋ ５ ０ ％ Ｃ ） 、 色 が 半 透 明 、 粘 度 が ２ ５ ℃ （ ７ ７ ° Ｆ ） で ５ ０ ０ ０ ０ ｃ ｐ ｓ で あ
る 。 同 様 の 物 理 的 特 性 を 有 す る 他 の 材 料 も 適 切 で あ る 。 他 の 「 皮 膚 様 」 材 料 は 、 Smooth-o
n（ ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 イ ー ス ト ン ） (http://www.smooth-on.com/liqrubr.htm)の Ecoflex（
Ｃ ） Rubbersお よ び Dragon Skin（ 商 標 ） 、 Stockwell Rubber Company（ ペ ン シ ル ベ ニ ア 州
フ ィ ラ デ ル フ ィ ア ） (http://www.stockwell.com/)の 液 体 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 Contronics Co
rporation（ ニ ュ ー ヨ ー ク 州 ブ ル ッ ク リ ン ） の Duralco 4538Dを 含 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ の 少 な く と も 一 部 が 、 体 壁 の 対 応 す る 部 分 を 真 似 る 材 料 で 作 製 さ れ る
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幾 つ か の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 予 備 形 成 し た 複 数 の 開 口 ２ を 含 ん で よ い 。 他 の 実 施 形 態
で は 、 開 口 ２ が な く 、 使 用 者 は 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ の 一 部 を 切 開 し 、 そ れ を 通 し て 処 置 を 実
行 す る 。 こ の よ う な 実 施 形 態 で は 、 処 置 を 実 行 す る 際 に 通 る 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ の 部 分 は 、
使 い 捨 て で 交 換 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 例 え ば 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 腹 腔
鏡 器 具 で 繰 り 返 し 穿 孔 し た 後 に 交 換 可 能 で あ る 使 い 捨 て の 壁 （ 例 え ば 使 い 捨 て の 「 腹 」 壁
） で 着 脱 式 に 密 封 さ れ る 開 口 を 有 し て よ い 。 こ の 使 い 捨 て の 壁 ３ は 、 繰 り 返 し 締 結 し 、 締
結 解 除 す る こ と が で き る 任 意 の 従 来 通 り の 締 結 手 段 を 使 用 し て 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ に 締 結
す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 幾 つ か の 例 示 的 締 結 具 は ベ ル ク ロ 、 ボ タ ン 、 ス ナ ッ プ 、 対 合
す る 窪 み ／ 凹 部 と リ ッ プ 、 お よ び フ ッ ク を 含 む が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。 特 に 適 切 な 幾 つ
か の 市 販 さ れ て い る 締 結 具 は 、 Minigrip/ZIPPAK（ ニ ュ ー ヨ ー ク 州 オ レ ン ジ バ ー グ ） (http
://www.minigrip-zippak.com/pvc_zipper.html)の Flextite、 お よ び 3M Corporation（ ミ
ネ ソ タ 州 セ ン ト ポ ー ル ） (http://www.3m.com/us/healthcare/personal_care/fastening/r
eclosable.jhtml)の 再 度 密 封 可 能 な 締 結 具 シ ス テ ム （ フ ッ ク と ル ー プ ） を 含 む 。 こ の よ う
な 締 結 具 は 、 必 要 に 応 じ て 使 い 捨 て の 壁 を 切 開 し 、 こ の よ う な 切 開 お よ び 腹 壁 の ガ ス 注 入
法 を 通 し て 器 具 を 配 置 し て 、 操 作 す る こ と が で き 、 こ の よ う な 操 作 で 締 結 解 除 し な い も の
で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 多 く の 体 腔 が 、 特 に 胴 体 お よ び 頭 部 に あ り 、 図 ７ に 図 示 さ れ て い る 。 最 も 目 立 つ 腔 は 、
胴 体 内 の 腹 腔 ６ お よ び 体 壁 内 の 背 腔 ７ で あ る 。 腹 腔 ６ は 、 胸 郭 と 腹 筋 系 に 囲 ま れ 、 胸 腔 ７
お よ び 腹 部 骨 盤 腔 ８ を 含 む 。 胸 郭 に 囲 ま れ 、 横 隔 膜 に よ っ て 腹 部 骨 盤 腔 ８ か ら 分 離 さ れ た
胸 腔 ７ は 、 心 臓 を 囲 ん で 、 心 嚢 に よ っ て 形 成 さ れ た 心 膜 腔 と 、 肺 臓 を 囲 み 、 側 膜 に よ っ て
形 成 さ れ た 胸 膜 腔 と を 含 む 。 腹 部 骨 盤 腔 ８ は 横 隔 膜 の 下 に あ り 、 腹 腔 ９ お よ び 骨 盤 腔 １ ０
を 含 む 。 上 部 胴 体 お よ び 頭 部 の 腔 は 、 頭 蓋 骨 お よ び 脊 柱 に よ っ て 完 全 に 囲 ま れ た 背 腔 １ １
を 含 む 。 ３ つ の 横 隔 膜 が 背 腔 １ １ 、 硬 膜 、 く も 膜 お よ び 軟 膜 の 内 部 構 造 を 囲 む 。 背 腔 １ １
は さ ら に 、 脳 を 収 容 す る 頭 蓋 内 の 腔 で あ る 頭 蓋 腔 １ ２ と 、 脊 髄 を 囲 む 脊 椎 に よ っ て 形 成 さ
れ た 腔 で あ る 脊 椎 腔 １ ３ と に 分 割 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 上 記 で 検 討 し た こ れ ら の 腔 の う ち 任 意 の 一 つ 以 上 を 含 む よ う に 設
計 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 は 、 関 連 し た 機 能 で 一 緒 に 働 く 幾 つ か の 器 官 系 、 つ ま り 器
官 グ ル ー プ を 含 む 。 こ の よ う な 器 官 系 は 当 業 者 に 周 知 で あ り 、 本 発 明 の 装 置 に 含 め る こ と
が で き る 。 特 に 、 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の 器 官 系 は 、 外 皮 系 、 骨 格 系 、 筋 肉 系 、 神 経 系 、 内
分 泌 系 、 消 化 器 系 、 心 血 管 お よ び リ ン パ 管 系 、 呼 吸 器 系 、 泌 尿 器 系 お よ び 生 殖 器 系 を 含 む
。 外 皮 系 は 、 体 壁 の 最 も 外 側 の 部 分 （ 皮 膚 ） を 形 成 し 、 表 皮 お よ び 真 皮 を 含 む 。 副 組 織 構
造 は 、 毛 髪 、 爪 、 腺 お よ び 感 覚 器 終 末 を 含 む 。 骨 格 系 は 骨 、 関 節 お よ び 靱 帯 を 含 む 。 筋 肉
系 は 骨 格 筋 お よ び 腱 を 含 む 。 神 経 系 は 中 枢 神 経 系 （ 脳 お よ び 脊 髄 ） 、 Ｐ Ｎ Ｓ お よ び 感 覚 器
構 造 を 含 む 。 内 分 泌 系 は 内 分 泌 組 織 を 含 む 。 消 化 器 系 は 消 化 管 （ 口 、 食 道 、 胃 、 腸 、 結 腸
、 直 腸 ／ 肛 門 ） を 含 み 、 副 組 織 構 造 は 唾 液 腺 、 膵 臓 、 肝 臓 お よ び 胆 嚢 を 含 む 。 心 血 管 お よ
び リ ン パ 管 系 は 心 臓 、 血 管 （ 動 脈 、 毛 細 血 管 、 静 脈 ） 、 血 液 リ ン パ 節 、 脈 管 お よ び リ ン パ
細 網 内 皮 系 （ 脾 臓 、 骨 髄 、 リ ン パ 節 ） を 含 む 。 呼 吸 器 系 は 鼻 、 気 道 （ 咽 頭 、 喉 頭 、 気 管 支
な ど ） お よ び 肺 臓 を 含 む 。 泌 尿 器 系 は 腎 臓 、 尿 管 、 嚢 お よ び 尿 道 を 含 む 。 男 性 の 生 殖 器 系
は 生 殖 巣 （ 精 巣 ） 、 精 巣 上 体 管 、 輸 精 管 、 尿 管 、 前 立 腺 、 精 嚢 お よ び 尿 道 球 腺 を 含 む 。 女
性 の 生 殖 器 系 は 生 殖 巣 （ 卵 巣 ） 、 尿 管 、 子 宮 、 膣 お よ び 前 庭 腺 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 哺 乳 動 物 の 解 剖 学 的 構 造 、 特 に 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の 様 々 な 器 官
お よ び ／ ま た は 器 官 系 の う ち 任 意 の 一 つ 以 上 を 含 む よ う に 設 計 す る こ と が で き る 。 こ の よ
う な 器 官 お よ び ／ ま た は 器 官 系 は 、 上 記 で 検 討 す る か 、 当 業 者 に 知 ら れ て い る も の の い ず
れ か を 含 ん で よ い 。 し た が っ て 例 え ば 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 以 下 の 器 官 の う ち 一 つ 以 上 を 含
ん で よ い 。 つ ま り 、 骨 、 軟 骨 、 腱 、 靱 帯 、 骨 格 筋 、 平 滑 筋 、 心 臓 、 血 管 、 血 液 、 脳 、 脊 髄
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、 末 梢 神 経 、 鼻 、 気 管 、 肺 臓 、 口 、 食 道 、 胃 、 小 腸 お よ び 大 腸 、 腎 臓 、 尿 管 、 嚢 、 尿 道 、
腺 、 例 え ば 視 床 下 部 、 下 垂 体 、 甲 状 腺 、 膵 臓 お よ び 副 腎 、 卵 巣 、 輸 卵 管 、 子 宮 、 膣 、 乳 腺
、 精 巣 、 精 嚢 、 陰 茎 、 リ ン パ 、 リ ン パ 節 お よ び 脈 管 、 白 血 球 、 Ｔ お よ び Ｂ 細 胞 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 装 置 は 、 哺 乳 動 物 の 様 々 な 組 織 の う ち 任 意 の 一 つ 以 上 を 含 む よ う に 設
計 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 組 織 は 当 業 者 に 周 知 で あ り 、 本 発 明 の 装 置 に 含 め る こ と
が で き る 。 特 に 、 細 胞 は 体 内 で 一 緒 に な っ て 組 織 を 形 成 し 、 こ れ は 一 緒 に な っ て 特 殊 な 機
能 を 実 行 す る 類 似 し た 細 胞 の 集 ま り で あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 人 体 に は ４ つ の 主 要 な 組
織 タ イ プ が あ る 。 つ ま り 上 皮 組 織 、 結 合 組 織 、 筋 肉 組 織 お よ び 神 経 組 織 で あ る 。 上 皮 組 織
の 細 胞 は 密 に 詰 ま っ て 、 身 体 の 様 々 な 部 分 の 裏 打 ち と し て 働 く 連 続 的 シ ー ト を 形 成 す る 。
上 皮 組 織 は 、 器 官 を 裏 打 ち し 、 身 体 の 器 官 を 分 離 状 態 で 所 定 の 位 置 に 維 持 し 、 保 護 す る 膜
と し て 働 く こ と が で き る 。 上 皮 組 織 の 幾 つ か の 例 は 、 皮 膚 の 外 層 、 口 お よ び 胃 の 内 側 、 お
よ び 身 体 の 器 官 を 囲 む 組 織 で あ る 。 体 内 に は 多 く の タ イ プ の 結 合 組 織 が あ る 。 一 般 的 に 、
結 合 組 織 は 身 体 に 支 持 お よ び 構 造 を 追 加 す る 。 大 部 分 の タ イ プ の 結 合 組 織 は 、 結 合 組 織 に
強 度 を 追 加 す る タ ン パ ク 質 コ ラ ー ゲ ン の 線 維 束 を 含 む 。 結 合 組 織 の 幾 つ か の 例 は 、 皮 膚 の
内 装 、 腱 、 人 体 、 軟 骨 、 骨 お よ び 脂 肪 組 織 を 含 む 。 血 液 も 結 合 組 織 の 一 形 態 と 見 な さ れ る
。 筋 肉 組 織 は 、 収 縮 可 能 な 特 殊 な 組 織 で あ る 。 筋 肉 組 織 は 、 運 動 を 可 能 に す る 特 殊 な タ ン
パ ク 質 の ア ク チ ン お よ び ミ オ シ ン を 含 む 。 筋 肉 組 織 の 例 は 、 全 身 の 筋 肉 に 含 ま れ る 。 神 経
組 織 は ２ タ イ プ の 細 胞 を 含 む 。 つ ま り ニ ュ ー ロ ン お よ び グ リ ア 細 胞 で あ る 。 神 経 組 織 は 、
電 気 信 号 を 生 成 し 、 体 内 に 通 す 能 力 を 有 す る 。 こ れ ら の 電 気 的 メ ッ セ ー ジ は 、 脳 内 の 神 経
組 織 に よ っ て 管 理 さ れ 、 脊 髄 を 下 っ て 身 体 へ と 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 本 明 細 書 で 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 に 関 し て 列 挙 さ れ た 器 官 、 器 官 系 お よ
び ／ ま た は 組 織 の よ う に 、 哺 乳 動 物 の 既 知 の 器 官 、 器 官 系 お よ び ／ ま た は 組 織 の う ち 一 つ
以 上 で 様 々 な 処 置 を 実 行 す る た め に 装 置 を 使 用 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 実 践 中 の 特 定 の 外 科 的 処 置 に 関 与 す る 腔
、 組 織 お よ び ／ ま た は 器 官 の み を 含 む よ う に 設 計 さ れ る 。 例 え ば 、 上 部 尿 路 で 手 術 を 実 行
す る 場 合 は 、 骨 盤 腔 の み を 提 供 す る よ う に 人 工 胴 体 を 設 計 す る こ と が で き 、 骨 盤 腔 は 上 部
尿 路 の 器 官 の み を 収 容 す る こ と が で き る 。 し か し 、 複 数 の 処 置 に 使 用 可 能 な 装 置 を 提 供 す
る こ と が 望 ま し い こ と が あ る 。 し た が っ て 、 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 人 間 の 解 剖 学 的 構 造
の 対 応 す る 部 分 の 全 部 ／ 大 部 分 の 腔 を 含 む 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ を 提 供 す る こ と が 望 ま し い こ
と が あ る 。 さ ら に 、 手 術 を 受 け る 器 官 ば か り で な く 、 処 置 を い か に 実 行 す る か に 何 ら か の
影 響 を 及 ぼ す よ う な 周 囲 の 器 官 も 提 供 す る こ と が 望 ま し い こ と が あ る 。 さ ら に 、 幾 つ か の
実 施 形 態 で は 、 処 置 を い か に 実 行 す る か に 何 ら か の 影 響 を 及 ぼ す か 否 か に 関 係 な く 、 全 て
の 腔 に 全 て の 器 官 を 設 け る こ と が 望 ま し い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ 内 の 腔 お よ び 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 は 、 体 壁 （ 例 え ば 腹 壁 ）
の 対 応 す る 部 分 を シ ミ ュ レ ー ト し た 一 つ 以 上 の 使 い 捨 て の 壁 ３ を 使 用 す る こ と に よ っ て 密
封 す る こ と が で き る 。 こ れ で 、 使 用 者 は 一 つ 以 上 の 使 い 捨 て の 壁 ３ を 通 し て 切 開 し 、 そ の
切 開 部 を 通 し て 処 置 を 実 行 す る こ と が で き る 。 一 つ 以 上 の 使 い 捨 て の 壁 ３ は 、 腹 腔 鏡 器 具
で 繰 り 返 し 穿 孔 し た 後 に 交 換 す る こ と が で き る 。 こ の 使 い 捨 て の 壁 ３ は 、 繰 り 返 し 締 結 し
、 締 結 解 除 す る こ と が で き る 任 意 の 従 来 通 り の 締 結 手 段 を 使 用 し て 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ に 締
結 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 幾 つ か の 例 示 的 締 結 具 は 、 ベ ル ク ロ 、 ボ タ ン 、 ス ナ ッ プ 、
対 合 す る 窪 み と リ ッ プ 、 お よ び フ ッ ク を 含 む が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。 代 替 実 施 形 態 で は
、 予 備 形 成 し た 複 数 の 開 口 ２ を 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ の 一 部 に 含 め る こ と が で き 、 そ れ を 通 し
て 処 置 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 装 置 は 、 生 体 を 通 る 呼 吸 器 系 を 真 似 る シ ミ ュ レ ー ト し た 呼
吸 を 提 供 す る 手 段 を 含 む 。 （ 図 ５ Ａ で 示 す よ う に 、 胴 体 の 形 状 の 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 首 を 介
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し て 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ を 出 る ） 例 え ば １ 本 以 上 の 管 １ ４ を 、 人 体 内 で 呼 吸 が 生 じ る 通 路 を
シ ミ ュ レ ー ト す る 方 法 で 装 置 内 に 配 置 す る こ と が で き る 。 ポ ン プ 、 ま た は 呼 吸 を シ ミ ュ レ
ー ト す る 方 法 で 空 気 、 他 の ガ ス ま た は 液 体 を 循 環 さ せ る 他 の タ イ プ の 装 置 （ 図 示 せ ず ） が
、 こ れ ら の 管 １ ４ と 接 続 す る 。 し た が っ て 、 呼 吸 を シ ミ ュ レ ー ト す る 手 段 は 、 動 作 中 の 装
置 、 お よ び 生 体 の よ う に 動 作 中 の 器 官 お よ び 組 織 要 素 を 提 供 す る 。 例 え ば 、 Harvard Appa
ratus（ マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 ホ リ ス ト ン ） (www.harvardapparatus.com)の Large Animal Vo
lume Controlled Ventilatorま た は 類 似 し た タ イ プ の 機 器 を 使 用 す る こ と が で き る 。 Larg
e Animal Volume Controlled Ventilatorは 、 ３ ０ ～ ７ ０ ｃ ｃ ／ ス ト ロ ー ク で 調 節 可 能 な
ボ リ ュ ー ム 、 ７ ～ ５ ０ ス ト ロ ー ク ／ 分 で 調 節 可 能 な 速 度 、 お よ び ポ ン プ が 作 動 中 に 連 続 的
に 変 化 可 能 な １ ス ト ロ ー ク サ イ ク ル の ２ ５ ％ か ら ５ ０ ％ で 調 節 可 能 な 位 相 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は さ ら に 、 必 要 に 応 じ て 肺 動 脈 系 、 消 化 器 系 、 心 血 管 系 お よ び リ ン パ
系 お よ び ／ ま た は 泌 尿 器 系 を シ ミ ュ レ ー ト す る メ カ ニ ズ ム を 含 ん で よ い 。 し た が っ て 、 例
え ば さ ら な る 管 １ ４ を 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ 内 に 配 置 す る こ と が で き 、 ガ ス ま た は 液 体 が そ れ
を 通 っ て 、 泌 尿 器 系 を シ ミ ュ レ ー ト す る 方 法 で 給 送 さ れ る 。 さ ら に 、 動 物 の 心 臓 ま た は 人
工 心 臓 を 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ 内 に 配 置 し て よ く 、 生 き て い る 人 間 の 心 臓 の よ う に 心 臓 を 拍 動
さ せ る 手 段 を 設 け 、 そ れ に よ っ て 生 体 の そ れ を シ ミ ュ レ ー ト す る 動 的 動 作 を 追 加 す る こ と
が で き る 。 例 え ば 一 つ の 実 施 形 態 で は 、 心 臓 は 管 １ ４ と 接 続 し 、 こ れ を 通 し て 流 体 ま た は
ガ ス が 、 拍 動 す る 心 臓 に 提 供 す る よ う に 流 れ る こ と が で き る 。 任 意 の 流 体 ま た は ガ ス を 使
用 し て よ く 、 こ の よ う な 流 体 お よ び ガ ス は 、 人 間 の 血 液 お よ び 尿 に 類 似 し た 特 性 を 有 す る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は さ ら に 、 例 え ば 図 ３ で 示 す よ う に 実 際 の 、
ま た は 人 工 の 骨 格 系 を 含 む 。 骨 格 系 は 、 腹 腔 鏡 お よ び 様 々 な 器 具 を 挿 入 し 、 操 作 し な け れ
ば な ら な い 正 確 な 環 境 を 提 供 す る 。 骨 格 系 は 、 合 成 材 料 で 作 製 す る こ と が 好 ま し い 。 人 工
骨 格 系 が 知 ら れ 、 し た が っ て 人 工 胴 体 で 使 用 す る 骨 格 系 の 設 計 は 、 従 来 通 り の こ の よ う な
骨 格 系 に 従 う こ と が で き る 。 こ の よ う な 骨 格 系 は 、 き め 、 弾 性 特 性 、 密 度 、 お よ び 人 間 の
骨 格 系 １ ５ の 様 々 な 他 の 特 性 を 提 供 す る よ う に 設 計 さ れ る 。 人 工 骨 格 系 １ ５ の 形 成 に 有 用
な 材 料 は 、 3B Scientific（ ハ ン ブ ル グ 、 Rudorffweg 6, 21031） (www.3bscientific.com)
を 通 し て 入 手 可 能 で あ る よ う な プ ラ ス チ ッ ク 、 好 ま し く は 耐 久 性 が あ る 割 れ な い プ ラ ス チ
ッ ク を 含 む が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。 予 備 形 成 し た 骨 格 を 使 用 す る 場 合 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ
１ は 、 骨 格 の サ イ ズ と 適 合 す る よ う に 拡 大 ・ 縮 小 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 外 部 ハ ウ
ジ ン グ １ の サ イ ズ に 合 わ せ て 拡 大 ・ 縮 小 し た 予 備 形 成 骨 格 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 使 い 捨 て の 腹 壁 、 腔 壁 、 骨 格 系 、 人 工 器 官 お よ び 様 々 な 組 織 と と
も に 、 対 応 す る 解 剖 学 的 構 造 を 正 確 に シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 選 択 し た 材 料 で 作 製 さ れ る
。 例 え ば 、 材 料 は 、 類 似 し た 外 観 、 き め 、 引 っ 張 り 特 性 、 弾 性 特 性 、 密 度 お よ び ／ ま た は
対 応 す る 実 際 の 解 剖 学 的 構 造 の 様 々 な 他 の 特 性 を 提 供 す る よ う に 選 択 す る こ と が で き る 。
特 に 、 腹 腔 鏡 処 置 中 に 使 用 す る 様 々 な 器 具 で 接 触 、 切 断 、 縫 合 、 ま た は 他 の 方 法 で 操 作 し
た 場 合 に 、 外 科 医 に 適 切 な 触 覚 の フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る よ う に 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ 、 使
い 捨 て の 腹 壁 、 腔 壁 、 骨 格 系 、 器 官 お よ び 組 織 要 素 、 お よ び 組 み 込 ま れ た 任 意 の 他 の 要 素
を 設 計 す る こ と が 望 ま し い 。 さ ら に 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 様 々 な 放 射 線 透 視 処 置 を 使 用
し て 、 生 体 を 使 用 し て 提 供 さ れ る よ う な 画 像 に 類 似 し た 像 を 提 供 す る 装 置 を 提 供 す る よ う
に 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ 、 使 い 捨 て の 腹 壁 、 腔 壁 、 骨 格 系 、 器 官 お よ び 組 織 要 素 、 お よ び 組 み
込 ま れ た 任 意 の 他 の 要 素 を 設 計 す る こ と が 望 ま し い 。 し た が っ て 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ 、 使 い
捨 て の 腹 壁 、 腔 壁 、 骨 格 系 、 器 官 お よ び 他 の 部 分 は 、 対 応 す る 実 際 の 解 剖 学 的 構 造 の 特 性
を 真 似 る 任 意 の 材 料 で 作 製 す る こ と が で き る 。 さ ら に 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 装 置 の 様 々
な 部 品 を 成 形 プ ロ セ ス で 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 材
料 は 容 易 に 成 形 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 材 料 の 弾 性 特 性 は 、 呼 吸 動 作 の シ ミ
ュ レ ー シ ョ ン 、 肺 の 動 作 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、 装 置 を 通 る 様 々 な 流 体 の 循 環 か ら の 動 作 、
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含 ま れ て い る 場 合 は 心 臓 の 拍 動 、 お よ び 実 行 す る 場 合 は ガ ス 注 入 を で き る よ う に す る こ と
が 好 ま し い 。 特 に 幾 つ か の 有 用 な 材 料 は 可 撓 性 ウ レ タ ン ゴ ム 、 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン お よ
び シ リ コ ー ン ゴ ム を 含 む が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。 適 切 な 材 料 を 選 択 す る 際 に 考 慮 す る 幾
つ か の 重 要 な 特 性 は 、 引 っ 張 り 強 度 、 伸 び 率 、 硬 度 お よ び 引 き 裂 き 強 度 を 含 む 。 特 性 が 「
皮 膚 様 」 で あ る 材 料 を 選 択 す る こ と が 、 特 に 望 ま し い 。 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 こ の
よ う な 材 料 を 使 用 す る 成 形 プ ロ セ ス の 容 易 さ 、 そ の 結 果 の 力 学 的 特 性 、 成 分 の 混 合 比 を 変
化 さ せ る こ と に よ っ て 、 こ れ ら の 特 性 を 変 更 す る 能 力 、 材 料 の 色 、 お よ び 様 々 な 色 の 設 定
に 合 わ せ た 染 色 顔 料 の 使 用 可 能 性 に 基 づ き 、 幾 つ か の 「 皮 膚 様 」 材 料 を さ ら に 選 択 す る こ
と が で き る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 色 が 現 実 的 で あ る 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ 、 器 官 お
よ び 組 織 要 素 、 お よ び 他 の 要 素 を 提 供 で き る こ と が 望 ま し く 、 し た が っ て 幾 つ か の 実 施 形
態 で は 、 材 料 は 、 必 要 に 応 じ て 色 お よ び 染 色 顔 料 を 使 用 す る こ と に よ っ て 現 実 的 な 外 観 を
提 供 す る よ う に 調 整 で き る こ と が 好 ま し い 。 特 に 好 ま し い 一 つ の 市 販 材 料 は 、 本 明 細 書 で
検 討 し た Cine Skin Silicone A/B、 お よ び 類 似 し た 特 性 を 有 す る 他 の 材 料 で あ る 。 他 の 市
販 さ れ て い る 材 料 は 、 Ecoflex（ Ｃ ） Rubbers、 Dragon Skin（ 商 標 ） 、 液 体 シ リ コ ー ン ゴ
ム 、 お よ び Duralco 4538Dを 含 む 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 人 体 中 の 環 境 を 物 理 的 か つ 力 学 的 に 厳 密 に シ ミ ュ レ ー ト す る よ う に 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １
内 の 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 の 動 作 を 提 供 す る こ と が 、 特 に 有 利 で あ る 。 特 に 、 生
き て い る 人 間 で 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る 場 合 、 対 象 の 器 官 お よ び 腹 壁 は 、 一 部 に は 呼 吸 、 肺
の 作 用 、 流 体 の 循 環 お よ び 心 臓 の 拍 動 の せ い で 、 常 に 動 作 し て い る 。 体 壁 、 器 官 お よ び 組
織 要 素 、 お よ び 装 置 の 他 の 部 分 が 、 複 数 の 自 由 度 を 有 す る 生 体 の 動 作 を シ ミ ュ レ ー ト し 、
腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る こ と が で き る 正 確 な 訓 練 装 置 を 提 供 す る こ と が 、 特 に 有 利 で あ る 。
こ れ は 、 正 確 な 環 境 を 提 供 す る 。 と い う の は 、 体 壁 、 器 官 お よ び 組 織 要 素 は 生 き て い る 人
体 内 で は 静 止 せ ず 、 限 ら れ た 自 由 度 で の 動 作 も し な い か ら で あ る 。 し た が っ て 、 装 置 に は
、 人 体 を 通 る 空 気 、 血 液 、 尿 お よ び 他 の 物 質 の 流 れ に 非 常 に 似 て 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ を 通
る 空 気 の 呼 吸 お よ び ／ ま た は 流 体 の 循 環 を シ ミ ュ レ ー ト す る 手 段 を 設 け る 。 さ ら に 、 さ ら
な る 動 作 を 提 供 す る 肺 の 動 作 お よ び 心 臓 の 拍 動 を シ ミ ュ レ ー ト す る 手 段 を 、 上 記 で 検 討 し
た よ う な 装 置 に 組 み 込 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 つ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 哺 乳 動 物 の 解 剖 学 的 構 造 の 形 状 を
複 製 す る よ う に 、 特 に 設 計 さ れ る 。 し た が っ て 例 え ば 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 見 る 人 に と っ
て は 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 、 例 え ば 人 間 の 胴 体 ま た は 頭 部 の 形 状 と し て 認 識 す る こ と が で き
る 。 例 え ば 図 ２ か ら 図 ６ で 示 す よ う に 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ は 人 間 の 胴 体 の 形 状 で よ い 。 人
工 胴 体 は 、 物 理 的 、 動 的 お よ び 力 学 的 特 性 が 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の レ プ リ カ を 呈 す る よ う
に 設 計 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 例 え ば 人 工 胴 体 の 形 状 、 釣 り 合 い お よ び 構 造 は
、 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 を 複 写 す る よ う に 設 計 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 男 性 の 胴 体
の 平 均 的 寸 法 は 、 典 型 的 な 身 長 １ ８ ３ ｃ ｍ （ ６ フ ィ ー ト ） の 男 性 に 基 づ く と 、 約 ８ ２ ０ ｍ
ｍ （ ３ ２ イ ン チ ） の 高 さ 、 約 ５ １ ０ ｍ ｍ （ ２ ０ イ ン チ ） の 幅 、 約 ２ ５ ０ ｍ ｍ （ １ ０ イ ン チ
） の 奥 行 き 、 お よ び 約 １ ４ ０ ｍ ｍ （ ５ ． ５ イ ン チ ） の 首 部 外 径 を 有 す る 。 し た が っ て 例 え
ば 平 均 的 な 成 人 男 性 の 人 工 胴 体 を 提 供 す る 場 合 、 平 均 的 成 人 男 性 を 複 製 し よ う と 意 図 し た
寸 法 で あ れ ば 、 寸 法 は 以 下 の よ う に な っ て よ い 。 つ ま り 、 約 ６ １ ０ ｍ ｍ （ ２ ４ イ ン チ ） か
ら 約 ８ ３ ８ ｍ ｍ （ ３ ３ イ ン チ ） の 範 囲 の 高 さ 、 約 ３ ８ １ ｍ ｍ （ １ ５ イ ン チ ） か ら 約 ５ ３ ３
ｍ ｍ （ ２ １ イ ン チ ） の 範 囲 の 幅 、 約 １ ７ ８ ｍ ｍ （ ７ イ ン チ ） か ら 約 ２ ７ ９ ｍ ｍ （ １ １ イ ン
チ ） の 範 囲 の 奥 行 き 、 約 １ ０ ２ ｍ ｍ （ ４ イ ン チ ） か ら １ ５ ２ ｍ ｍ （ ６ イ ン チ ） の 首 部 外 径
で あ る 。 平 均 的 な 女 性 の 形 状 、 寸 法 お よ び 釣 り 合 い の 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ を 提 供 す る 場 合 、
平 均 的 成 人 女 性 の 寸 法 は 、 平 均 的 成 人 男 性 の そ れ よ り 約 １ ０ ～ １ ２ ％ 小 さ く な る 。 し た が
っ て 、 平 均 的 成 人 女 性 の 形 状 お よ び 寸 法 で 提 供 さ れ た 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ の 寸 法 は 、 例 え ば
約 ５ ３ ３ ｍ ｍ （ ２ １ イ ン チ ） か ら 約 ７ ６ ２ ｍ ｍ （ ３ ０ イ ン チ ） の 範 囲 の 高 さ 、 約 ３ ３ ０ ｍ
ｍ （ １ ３ イ ン チ ） か ら 約 ４ ８ ３ ｍ ｍ （ １ ９ イ ン チ ） の 範 囲 の 幅 、 約 １ ５ ２ ｍ ｍ （ ６ イ ン チ
） か ら 約 ２ ５ ４ ｍ ｍ （ １ ０ イ ン チ ） の 範 囲 の 奥 行 き 、 お よ び 約 ８ ９ ｍ ｍ （ ３ ． ５ イ ン チ ）
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か ら 約 １ ４ ０ ｍ ｍ （ ５ ． ５ イ ン チ ） の 範 囲 の 首 部 外 径 で よ い 。 平 均 的 青 年 の 形 状 、 寸 法 お
よ び 釣 り 合 い の 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ を 提 供 す る 場 合 、 平 均 的 成 人 青 年 の 寸 法 は 、 平 均 的 成 人
男 性 の そ れ よ り 約 １ ５ ～ ２ ０ ％ 小 さ く な る 。 し た が っ て 、 平 均 的 青 年 の 形 状 お よ び 寸 法 で
提 供 さ れ た 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ の 寸 法 は 、 例 え ば 約 ４ ８ ３ ｍ ｍ （ １ ９ イ ン チ ） か ら 約 ７ １ １
ｍ ｍ （ ２ ８ イ ン チ ） の 範 囲 の 高 さ 、 約 ３ ０ ５ ｍ ｍ （ １ ２ イ ン チ ） か ら 約 ４ ５ ７ ｍ ｍ （ １ ８
イ ン チ ） の 範 囲 の 幅 、 約 １ ３ ７ ｍ ｍ （ ５ ． ５ イ ン チ ） か ら 約 ２ ４ １ ｍ ｍ （ ９ ． ５ イ ン チ ）
の 範 囲 の 奥 行 き 、 お よ び 約 ８ ２ ｍ ｍ （ ３ ． ２ イ ン チ ） か ら 約 １ ３ ０ ｍ ｍ （ ５ ． １ イ ン チ ）
の 範 囲 の 首 部 外 径 で よ い 。 さ ら に 、 こ れ ら の 寸 法 は 、 全 体 的 寸 法 が 生 き て い る 男 性 、 女 性
ま た は 青 年 の そ れ と 比 例 す る よ う に 任 意 の 幾 何 学 的 形 状 （ 例 え ば 箱 形 シ ミ ュ レ ー タ ） の 外
部 ハ ウ ジ ン グ １ を 有 す る 装 置 を 形 成 す る 際 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 人 工 胴 体 は 、 一 つ 以 上 の 人 工 お よ び ／ ま た は 動 物 の 器 官 ま た は 組 織 を 組 み 込 む こ と が で
き る 手 段 を 含 む 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ は 、 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織
要 素 を 収 容 す る た め に 、 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 に 含 ま れ る よ う な 一 つ 以 上 の 体 腔 ４ を 含 む 。
一 つ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 人 工 胴 体 は 胸 腔 ７ お よ び 腹 部 骨 盤 腔 ８ に 対 応 す る 腔 を 含 む
。 腹 部 骨 盤 腔 ８ は さ ら に 、 腹 腔 ９ と 骨 盤 腔 １ ０ に 分 割 す る こ と が で き る 。 次 に 、 こ れ ら の
腔 に 配 置 さ れ た 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 の う ち 一 つ 以 上 を 、 こ れ ら の 腔
４ 内 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 は 、 人 体 の 環 境 を シ ミ ュ レ ー ト す る 方 法 で 腔 ４ 内 に 収 容
す る こ と が 好 ま し い 。 特 に 、 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 は 、 腔 ４ 内 に 配 置 し 、 適 切 な
位 置 に 保 持 し て 、 生 き て い る 人 間 の 体 内 に あ る 器 官 お よ び 組 織 要 素 に 従 っ て 動 作 で き る よ
う に す る こ と が 好 ま し い 。 必 要 に 応 じ て 、 解 剖 学 的 構 造 の 他 の 部 分 と 何 ら か の 意 味 で 相 互
接 続 し た 器 官 お よ び 組 織 要 素 の 部 分 に つ い て は 、 腹 腔 鏡 処 置 中 に 器 官 お よ び 組 織 要 素 の 操
作 に 耐 え る 従 来 通 り の 締 結 手 段 を 使 用 し て よ い 。 例 え ば 腎 臓 は 、 例 え ば 腎 臓 の 近 傍 、 特 に
腎 臓 の 頂 部 に 配 置 し た 水 風 船 を 使 用 す る こ と に よ っ て 生 体 を シ ミ ュ レ ー ト す る 方 法 で 所 定
の 位 置 に 保 持 す る こ と が で き る 。 水 風 船 は 、 生 体 内 の 環 境 を シ ミ ュ レ ー ト す る よ う に 、 様
々 な 器 官 お よ び 組 織 要 素 に 対 し て 容 易 に サ イ ズ を 決 定 し 、 配 置 す る こ と が で き る 。 さ ら に
、 用 途 に よ っ て は 実 際 の 器 官 を 使 用 す る こ と が で き 、 周 囲 の 組 織 お よ び 脂 肪 を 含 む 形 態 で
獲 得 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 例 え ば 腎 臓 を 分 離 す る 処 置 を 学 習 し 、 実 践 す る た め に
、 本 発 明 の 装 置 を 使 用 し た い こ と が あ る 。 そ の よ う な 処 置 の 場 合 は 、 例 え ば 腎 臓 を 囲 む 組
織 お よ び 脂 肪 を 有 す る 実 際 の 腎 臓 を 獲 得 す る こ と が で き る 。 次 に 、 テ ー プ な ど の 任 意 の タ
イ プ の 締 結 手 段 を 使 用 し 、 さ ら に 腎 臓 の 頂 部 に 一 つ 以 上 の 水 風 船 を 配 置 す る こ と に よ っ て
、 腎 臓 を 適 切 な 位 置 で 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 は 、 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 で 筋 肉
組 織 が 腔 を 裏 打 ち す る 方 法 で 、 腔 ４ を 裏 打 ち す る 物 質 と 接 触 す る 。 さ ら に 、 腹 腔 お よ び 胸
腔 が 横 隔 膜 で 分 離 さ れ て い る の と 非 常 に 類 似 し て 、 物 質 の 壁 を 腹 腔 と 胸 腔 の 間 に 配 置 し 、
横 隔 膜 を シ ミ ュ レ ー ト す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 腔 ４ は 、 人 間 の 腔 を 裏 打 ち す る も
の を 真 似 た 物 質 で 裏 打 ち し 、 分 離 す る こ と が 好 ま し く 、 し た が っ て 例 え ば 呼 吸 の 結 果 と し
て 、 ま た は 腹 腔 鏡 の 器 具 を 操 作 し 、 器 官 ま た は 組 織 要 素 が 腔 の 壁 ま た は 横 隔 膜 の 壁 に 接 触
し た 結 果 と し て 、 器 官 ま た は 組 織 要 素 が 動 作 し た 場 合 、 器 官 ま た は 組 織 要 素 は 、 生 体 内 に
あ る か の よ う に 反 応 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ら に 、 腔 ４ 内 の 一 つ 以 上 の 器 官 ま た は 組 織 要 素 は 、 対 応 す る 解 剖 学 的 構 造 で 見 ら れ る
も の と 類 似 し た 組 織 様 物 質 を 使 用 す る こ と に よ り 、 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 を シ ミ ュ レ ー ト す
る 方 法 で 腔 ４ と 相 互 結 合 し 、 結 合 す る こ と が で き る 。 特 に 、 対 応 す る 解 剖 学 的 結 合 手 段 と
同 じ タ イ プ の 運 動 を 提 供 す る 締 結 手 段 を 使 用 し て よ い 。 例 え ば そ の 自 由 度 に 制 限 さ れ ず に
任 意 の タ イ プ の 運 動 を 可 能 に す る 方 法 で 器 官 が 結 合 さ れ て い る 場 合 は 、 例 え ば 無 制 限 の 運
動 を 可 能 に す る た め に 緩 み が 十 分 な 紐 状 物 質 な ど を 使 用 し て 、 本 発 明 の 装 置 に 接 続 す る こ
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と が で き る 。 運 動 が 特 定 の 度 数 に 制 限 さ れ て い る 場 合 は 、 蝶 番 様 の 締 結 機 構 な ど を 使 用 し
て 、 運 動 に か か る こ の よ う な 制 限 を シ ミ ュ レ ー ト す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 例 示 的 実 施 形 態 で は 、 人 工 胴 体 の 形 状 の 装 置 は 、 典 型 的 な 男 性 の ３ Ｄ モ デ ル に 基 づ き 、
こ れ は 米 国 医 療 図 書 館 の Visible Human Data（ 米 国 医 療 図 書 館 、 The Visible Human Proj
ect: http://www.nlm.nih.gov/research/visible/visible_human.html） か ら 、 （ 矢 状 縫
合 － 冠 状 縫 合 座 標 で ｚ ＝ ４ ３ ６ ボ ク セ ル ＝ １ ５ ４ ｍ ｍ の 区 間 ４ １ ５ ５ 番 か ら ｚ ＝ ３ １ ９ ０
ボ ク セ ル ＝ １ ０ ６ ３ ｍ ｍ の 区 間 ２ ０ ４ ８ 番 ま で ） 平 均 で ５ ミ リ メ ー ト ル の 間 隔 の 横 ス ラ イ
ス （ 図 ８ ） を 使 用 し て 分 割 し 、 再 構 築 し た も の で あ る 。 こ れ は 、 胸 部 、 腹 部 お よ び 骨 盤 領
域 を 含 む 全 胴 体 に 及 ぶ 。 手 動 分 割 方 法 を 使 用 し て 、 こ れ ら の 像 ス ラ イ ス 内 で 体 腔 、 胸 腔 お
よ び 腹 腔 を 画 定 し た 。 体 腔 の た め に 生 成 し た ボ リ ュ ー ム は 、 全 て の 腹 膜 お よ び 後 腹 膜 器 官
を 含 む 。 ３ Ｄ モ デ ル は 、 工 学 設 計 ソ フ ト ウ ェ ア の Pro/Engineer（ PTC, Inc.） を 使 用 し て
構 築 し た 。 モ デ ル を 使 用 し て 、 図 ２ で 示 す よ う な 人 工 胴 体 注 入 成 形 用 の メ ス 型 を 設 計 し 、
作 製 し た 。 こ れ ら は 、 図 2Aで 示 す よ う に 木 れ ん が か ら デ ィ ジ タ ル で 製 造 し た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 身 体 に 現 実 的 な 支 持 お よ び 構 造 、 呼 吸 運 動 、 肺 の 運 動 お よ び 様 々 な 他 の 運 動 を 提 供 す る
た め に 、 胴 体 を 注 入 成 形 す る 前 に 型 に 人 工 骨 格 １ ５ を 入 れ た （ 図 ３ ） 。 別 個 の 型 で 使 い 捨
て の 腹 壁 ３ を 注 入 成 形 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 使 い 捨 て の 腹 壁 ３ は 、 内 層 ３ ａ お よ び 外 層 ３ ｂ を 有 す る ２ 層 構
造 （ 図 ４ ） を 呈 す る 。 ２ 層 は 同 じ 材 料 ま た は 異 な る 材 料 で 作 製 し て よ い 。 内 壁 は ５ ０ ％ が
Ｃ の Cine Skin Silicone A/B（ 伸 び 率 ： １ ０ ０ ０ ％ （ Ａ ／ Ｂ ＋ ５ ０ ％ Ｃ ） ） の よ う な 弾 性
率 が 高 い 材 料 で 作 製 し 、 外 層 は 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 形 成 に 使 用 す る た め の 上 述 し た 材 料 の い
ず れ か （ 例 え ば Cine Skin Silicone A/B） で 作 製 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 使 い 捨 て の 腹 壁 ３ は 、 図 ５ Ｂ で は 腹 壁 ３ と 外 部 ハ ウ ジ ン グ １ ／ 人 工 胴 体 と の 境 界 に フ ッ
ク お よ び ル ー プ の 締 結 具 １ ６ （ ベ ル ク ロ ） を 使 用 し て 人 工 胴 体 に 取 り 付 け た 状 態 で 図 示 さ
れ て い る 。 リ ッ プ お よ び 使 い 捨 て の 壁 お よ び 人 工 胴 体 の 周 囲 に あ る 対 応 す る 窪 み は さ ら に
、 使 い 捨 て の 壁 ３ を 所 定 の 位 置 に 保 持 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 図 示 の よ う に 、
使 い 捨 て の 壁 ３ は 、 閉 じ た 細 片 １ ７ で 胴 体 上 に 気 密 状 態 で 密 封 さ れ る 。 こ の 締 結 手 段 に よ
り 、 図 ５ Ｂ で 示 す よ う に 腹 腔 の ガ ス 注 入 法 が 可 能 に な る 。 図 ５ Ａ で 示 す よ う に 、 ６ 本 の 可
撓 管 １ ４ が 、 脊 柱 の 隣 で 左 右 の 後 腹 壁 窩 か ら 入 れ ら れ 、 首 を 通 っ て 出 て 、 胴 体 内 に 配 置 さ
れ た 動 物 の 器 官 へ の 血 液 お よ び 尿 の 流 れ を シ ミ ュ レ ー ト す る 。 し か し 、 様 々 な 位 置 に 任 意
の 数 の 管 を 使 用 す る こ と が で き る 。 し か し 、 管 の 数 お よ び そ の 配 置 は 、 実 際 の 人 間 の 解 剖
学 的 構 造 を 厳 密 に 真 似 る よ う に 選 択 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 任 意 の 幾 何 学 的 形 状 ま た は 対 応 す る 解 剖 学 的 構 造 の 形 状 （ 例 え ば 人 工 胴 体 ） を 有 す る 外
部 ハ ウ ジ ン グ １ の 形 態 で あ る 本 発 明 の 装 置 は 、 実 際 の 外 科 的 処 置 を 現 実 的 に 近 似 し 、 外 科
医 、 医 学 部 学 生 お よ び 研 修 医 に 様 々 な 処 置 を 学 習 し 、 実 践 す る 方 法 を 提 供 す る 。 特 に 、 本
発 明 の 装 置 は 、 対 応 す る 解 剖 学 的 構 造 （ 例 え ば 器 官 、 組 織 、 腹 壁 ） の 特 性 を 近 似 す る よ う
に 設 計 さ れ た 構 成 要 素 を 提 供 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 装 置 は 、 対 応 す る 解 剖 学 的 構 造 の 適
切 な 形 状 、 釣 り 合 い お よ び 構 造 を 提 供 す る よ う に 設 計 さ れ る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 装 置 は 、
生 き て い る 解 剖 学 的 構 造 の 呼 吸 、 肺 の 作 用 、 循 環 お よ び 心 拍 を シ ミ ュ レ ー ト し 、 そ れ に よ
っ て 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の 様 々 な 部 分 が 経 験 す る 一 定 の 運 動 を 真 似 る 手 段 を 組 み 込 む 。 こ
の 運 動 は 、 そ の 自 由 度 が 特 に 制 限 さ れ ず 、 本 発 明 の 装 置 に よ っ て 提 供 さ れ る 運 動 は 、 生 体
の 自 由 度 で そ の 運 動 を シ ミ ュ レ ー ト す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 腹 腔 鏡 処 置 は 小 さ い 切 開 部 を 通 し 、 往 々 に し て 腹 腔 鏡 の ス リ ー ブ お よ び ／ ま た は 管 を 通
し て 実 行 さ れ る の で 、 腹 腔 鏡 器 具 の 使 用 は 開 放 式 手 術 よ り 困 難 で あ る 。 特 に 、 腹 腔 鏡 手 術
を 実 行 す る た め に 必 要 な 技 術 は 、 逆 転 し た 操 作 、 ２ 次 元 の 視 覚 化 、 お よ び 直 接 的 接 触 が な
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い こ と の せ い で 、 想 像 す る よ り 困 難 で あ る 。 通 常 の 立 体 視 が な い 結 果 、 深 さ の 感 覚 が な く
、 「 貫 通 」 し た 細 長 い 器 具 の 操 作 は 運 動 の 能 力 を 限 定 す る 。 外 科 医 の 最 も 重 要 な 強 み の 一
つ は 、 高 度 に 発 達 し た 触 覚 で あ る 。 し か し 、 腹 腔 鏡 は 外 科 医 の 手 を 手 術 部 位 か ら 分 離 す る
。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 現 在 入 手 可 能 な 腹 腔 鏡 シ ミ ュ レ ー タ は 、 特 定 の 制 約 を 呈 す る 。 第 一 に 、 実 行 中 の 措 置 の
解 剖 学 的 な 展 望 を 提 供 し な い 。 さ ら に 、 こ の よ う な シ ミ ュ レ ー タ は 、 シ ミ ュ レ ー ト さ れ た
身 体 の 方 向 を 変 更 す る こ と が で き な い 。 さ ら に 、 こ の よ う な シ ミ ュ レ ー タ は 、 套 管 針 の 自
由 な 配 置 お よ び 位 置 測 定 を 可 能 に し な い 。 さ ら に 、 こ の よ う な シ ミ ュ レ ー タ は 、 針 お よ び
套 管 針 の 挿 入 の 際 に 遭 遇 す る 力 の フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 し な い 。 こ れ ら の 非 現 実 的 な 特 徴
の せ い で 、 シ ミ ュ レ ー タ は 、 訓 練 プ ロ グ ラ ム の 開 始 時 に 基 本 的 な 腹 腔 鏡 技 術 を 獲 得 す る た
め に 使 用 さ れ る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 装 置 は 、 単 独 で 、 お よ び 箱 形 シ ミ ュ レ ー タ 、 生 き て い る 動 物 で の
訓 練 、 お よ び 指 導 者 付 き 手 術 と と も に 使 用 す る こ と が で き る 貴 重 な 訓 練 ス テ ッ プ を 提 供 す
る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら な る 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 は 腹 腔 鏡 処 置 を 訓 練 し 、 評 価 す る 装 置 を 提 供 す る 。 特 に
、 放 射 線 透 視 処 置 は 一 般 的 に Ｘ 線 、 Ｃ Ｔ （ コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 法 ） 、 Ｍ Ｒ Ｉ （ 磁 気 共 鳴
映 像 法 ） 、 超 音 波 、 核 磁 気 共 鳴 映 像 法 お よ び 治 療 Ｘ 線 造 影 法 を 含 む 。 Ｘ 線 処 置 は 、 画 像 を
生 成 す る た め に 身 体 の 選 択 さ れ た 部 分 に て 少 量 の 放 射 線 を 使 用 す る 最 も 古 い 放 射 線 透 視 処
置 で あ り 、 一 般 的 に 胸 部 、 筋 骨 格 系 お よ び 胃 腸 系 の 画 像 を 生 成 す る た め に 使 用 さ れ る 。 Ｃ
Ｔ は Ｘ 線 と 同 様 で あ る が 、 Ｃ Ｔ 映 像 法 は 、 身 体 の 特 定 区 域 の 断 面 画 像 を 提 供 す る 。 Ｃ Ｔ は
主 に 脳 、 首 、 脊 柱 、 胸 部 、 腹 部 お よ び 筋 骨 格 の 映 像 に 使 用 さ れ る 。 Ｍ Ｒ Ｉ は Ｃ Ｔ と 同 様 で
あ る が 、 Ｍ Ｒ 映 像 法 は 画 像 を 生 成 す る た め に 磁 気 お よ び 電 波 を 使 用 す る 。 Ｍ Ｒ Ｉ は 、 脳 、
脊 髄 、 心 臓 、 骨 、 関 節 、 軟 部 組 織 お よ び 血 管 の 画 像 を 生 成 す る た め に 使 用 さ れ て き た 。 超
音 波 は 、 画 像 を 生 成 す る た め に 身 体 を 通 過 し た 音 波 を 使 用 し 、 通 常 は 妊 婦 管 理 に 使 用 さ れ
る 。 核 磁 気 共 鳴 映 像 法 は 、 少 量 の 放 射 性 化 合 物 を 使 用 し て 、 様 々 な 器 官 の 機 能 に 関 す る 情
報 の 収 集 に 役 立 つ 画 像 を 生 成 す る 。 放 射 性 化 合 物 は 追 跡 子 と 呼 ば れ 、 骨 、 肝 臓 、 心 臓 、 肺
臓 、 脳 、 腎 臓 ま た は 内 分 泌 物 の 問 題 を 評 価 す る 際 に 役 立 つ 。 治 療 Ｘ 線 造 影 法 は カ テ ー テ ル
お よ び コ イ ル を 使 用 し て 、 手 術 を せ ず に 閉 塞 し た 血 管 を 開 放 し 、 流 体 が 蓄 積 し て い る 区 域
を 排 液 し 、 特 定 の 形 態 の 緊 張 亢 進 状 態 を 緩 和 し 、 異 物 を 除 去 し 、 胃 腸 出 血 を 管 理 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 は 、 様 々 な 放 射 線 透 視 処 置 の 訓 練 お よ び 評 価 に 使 用 す る こ と が で き る 装 置 を 提 供
す る 。 特 に 上 述 し た よ う に 、 人 体 は 複 数 の 自 由 度 で 常 に 運 動 し て い る 。 し た が っ て 、 放 射
線 透 視 処 置 の よ う な 処 置 を 実 行 し 、 こ の よ う な 処 置 を 練 習 す る 個 人 を 訓 練 す る 場 合 は 、 人
間 の 解 剖 学 的 構 造 の 物 理 的 特 性 を 有 す る ば か り で な く 、 生 き て い る 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の
動 的 運 動 も シ ミ ュ レ ー ト す る 、 生 き た 人 体 に 正 確 に 似 て い る も の を 提 供 す る こ と が 望 ま し
い 。 本 発 明 は 、 任 意 の 幾 何 学 的 形 状 、 人 工 胴 体 、 ま た は 対 応 す る 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の 釣
り 合 い 、 構 造 、 動 的 動 作 、 お よ び 好 ま し く は 形 状 お よ び 様 々 な 他 の 特 性 を シ ミ ュ レ ー ト す
る よ う に 設 計 さ れ た 他 の 身 体 部 分 の 形 態 で 、 こ の よ う な 装 置 を 提 供 す る 。 こ の よ う な 特 徴
に つ い て は 上 記 で 検 討 し た 。 装 置 は さ ら に 、 使 用 者 に 放 射 線 医 学 的 使 用 法 を 提 供 す る よ う
に 設 計 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 例 え ば 核 次 記 共 鳴 映 像 法 の 訓 練 お よ び ／ ま た は 実 践
時 に 、 追 跡 子 を 所 望 の 訓 練 ／ 実 践 部 位 （ 例 え ば 肺 臓 ） に 植 え 込 む こ と が で き る 。 使 用 者 に
人 間 の 解 剖 学 的 構 造 の 正 確 な 表 示 を 提 示 し （ 例 え ば 肺 、 周 囲 の 器 官 、 肋 骨 な ど を 収 容 す る
） 、 呼 吸 お よ び 肺 の 動 作 を シ ミ ュ レ ー ト す る （ そ れ に よ っ て 肺 の 動 作 を 提 供 す る ） 人 工 胴
体 は 、 映 像 法 処 置 を 実 行 可 能 な 正 確 な 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 様 々 な 腹 腔 鏡 処 置 を 現 実 的 な 方 法 で 実 行 す る た め に 装 置 を 使 用 す る こ
と を 含 む 。 装 置 お よ び 方 法 を 、 特 に 胴 体 区 域 で 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 す る 際 に 使 用 す る 人 工 胴
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体 に 関 し て 説 明 す る が 、 装 置 は 様 々 な 他 の 身 体 部 分 を 備 え る こ と が で き 、 さ ら に こ の よ う
な 人 工 訓 練 装 置 を 使 用 し て 、 様 々 な 他 の タ イ プ の 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 で き る こ と を 理 解 さ れ
た い 。 さ ら に 、 本 発 明 の 装 置 を 人 間 の 解 剖 学 的 構 造 に 関 し て 説 明 し て い る が 、 本 発 明 の 装
置 は 、 任 意 の 動 物 で 実 行 さ れ る 腹 腔 鏡 手 術 に て 個 人 を 訓 練 し 、 評 価 す る 際 に 使 用 す る 解 剖
学 的 構 造 お よ び 方 法 を 提 供 す る た め に 、 他 の 動 物 、 好 ま し く は 哺 乳 動 物 の 身 体 を シ ミ ュ レ
ー ト す る よ う に 改 造 で き る こ と も 理 解 さ れ る 。 さ ら に 、 装 置 を 特 に 腹 腔 鏡 処 置 に 関 し て 説
明 し て き た が 、 装 置 は 、 特 に 器 官 お よ び 他 の 身 体 部 分 の 動 作 が 処 置 に 影 響 を 与 え る 場 合 に
、 個 人 が 任 意 の タ イ プ の 精 密 な 手 術 を 実 行 で き る 有 利 な 訓 練 お よ び 評 価 装 置 も 提 示 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 発 明 の 方 法 を 、 以 下 の 実 施 例 に 関 し て さ ら に 例 証 す る 。 実 施 例 は 、 本 発 明 の 理 解 を 助
け る よ う に 意 図 さ れ て い る が 、 そ れ を 限 定 す る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ２ か ら 図 ６ お よ び 図 ８ に 従 っ て 形 成 さ れ た 人 工 胴 体 を 、 医 学 部 学 生 、 研 修 医 、 お よ び
こ れ を 標 準 的 な 訓 練 箱 と 比 較 し た 所 属 泌 尿 器 科 医 が 使 用 し 、 評 価 し た 。 研 究 は 、 人 工 胴 体
が 現 実 の 処 置 を よ り 現 実 的 に 近 似 し 、 特 に 腹 腔 鏡 手 術 の 訓 練 に 適 し て い る こ と を 示 し た 。
研 究 に は 動 物 の 器 官 を 使 用 し 、 実 際 の 組 織 で 手 術 で き る よ う に し た 。 器 官 は 元 の 位 置 に 配
置 さ れ た の で 、 適 切 な 器 具 の ア ク セ ス お よ び 口 の 配 置 が 必 要 で あ っ た 。 さ ら に 、 誘 発 さ れ
た 呼 吸 に よ り 、 器 官 が 生 き て い る 人 体 内 の よ う に 運 動 し た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 被 訓 練 者 は 、 多 数 の ス テ ッ プ を 経 験 し 、 ま ず ベ レ ス 針 を 挿 入 し 、 Ｃ Ｏ 2 で ガ ス 注 入 し て
、 口 の 部 位 を 決 定 し 、 套 管 針 を 配 置 し た 。 被 訓 練 者 は 次 に 、 解 剖 学 的 に 一 貫 し た 構 成 で 組
織 面 の 切 開 お よ び 展 開 、 組 織 の 切 除 お よ び 再 建 、 縫 合 、 電 気 焼 灼 、 お よ び 他 の 外 科 的 操 作
の 実 行 を 必 要 と す る 様 々 な 腹 腔 鏡 処 置 を 実 行 し た 。 人 工 胴 体 は 、 被 訓 練 者 が 現 実 的 な 組 織
で 手 術 し 、 し た が っ て 腎 生 検 、 腎 盂 形 成 、 腎 摘 出 、 さ ら に は 部 分 腎 摘 出 な ど の 様 々 な 手 術
を シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 、 動 物 の 腎 臓 を 腹 膜 後 に 配 置 す る 可 能 性 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 試 験 を 実 行 し て 、 シ ミ ュ レ ー タ の 設 計 が 被 訓 練 者 の そ の 後 の 成 果 に 影 響 す る か 判 断 し た
。 研 究 は 、 本 発 明 の 標 準 的 箱 形 シ ミ ュ レ ー タ ま た は 人 工 胴 体 で の 腹 腔 鏡 訓 練 の た め に ラ ン
ダ ム 化 し た 被 験 者 グ ル ー プ の 自 己 評 価 お よ び 訓 練 者 の 点 数 を 比 較 し て 実 行 し た 。 ２ ５ 人 の
医 学 部 学 生 、 研 修 医 お よ び 所 属 泌 尿 器 科 医 が 研 究 に 参 加 し た 。 特 別 研 究 員 に よ っ て 与 え ら
れ た １ ５ 分 の 説 明 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン が 、 腹 腔 鏡 手 術 の 基 本 的 概 要 を 提 供 し 、 実 践 す べ き
作 業 を 説 明 し て 、 実 演 し た 。 次 に 、 参 加 者 を ラ ン ダ ム 化 し 、 ２ 時 間 作 業 さ せ 、 そ の 間 に 仲
間 が 立 ち 会 い 、 補 助 を 提 供 し た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ６ Ａ で 示 す 腹 腔 鏡 訓 練 箱 ケ ー ス の 場 合 は 、 カ メ ラ の ア ク セ ス の た め に １ ０ ｍ ｍ の 口 （
Ｕ Ｓ Ｓ Ｃ ） を 中 央 に 配 置 し た 。 器 具 の ア ク セ ス の た め に ５ ｍ ｍ お よ び １ ０ ｍ ｍ の 口 （ Ｕ Ｓ
Ｓ Ｃ ） を 配 置 し た 。 大 き い プ ラ ス チ ッ ク の ペ ト リ 皿 を 使 用 し て 、 箱 内 の 豚 の 腎 臓 を 支 持 し
、 不 動 化 し た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ６ Ｂ で 示 す 人 工 胴 体 の 場 合 は 、 カ メ ラ の ア ク セ ス の た め に １ ０ ｍ ｍ の 口 を 臍 に 配 置 し
た 。 器 具 の ア ク セ ス の た め に 、 第 ２ の １ ０ ｍ ｍ の 套 管 針 を 臍 に 対 し て 横 方 向 ４ ｃ ｍ で 腋 窩
中 央 線 に 、 ５ ｍ ｍ の 口 を 臍 の 上 部 ４ ｃ ｍ に 配 置 し た 。 腹 腔 内 の 左 腹 膜 後 窩 に 豚 の 腎 臓 を 配
置 し た 。 両 方 の シ ミ ュ レ ー タ に 標 準 的 な ビ デ オ カ ー ト を 使 用 し 、 １ ０ ｍ ｍ で ３ ０ ° の 腹 腔
鏡 を カ メ ラ お よ び 光 源 （ Stryker Instruments、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ バ ー バ ラ ） に 接
続 し た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 箱 形 シ ミ ュ レ ー タ お よ び 人 工 胴 体 の 両 方 の た め に 、 別 の 参 加 者 が 腹 腔 鏡 お よ び カ メ ラ を
保 持 し 、 操 作 し た 。 以 下 の 作 業 を 実 行 し た 。 つ ま り 、 套 管 針 の 配 置 、 器 具 の 選 択 お よ び 操
作 、 針 お よ び 縫 合 糸 の 操 作 、 縫 合 お よ び 体 内 で の 結 び 目 の 糸 結 び で あ る 。
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【 ０ ０ ７ ３ 】
　 各 セ ッ シ ョ ン の 後 、 訓 練 モ デ ル 、 実 行 し た 練 習 、 お よ び 指 導 者 を 識 別 す る 質 問 票 に 記 入
す る よ う に 、 参 加 者 に 依 頼 し た 。 質 問 票 で は 、 教 育 の レ ベ ル 、 お よ び 被 験 者 の 以 前 の 手 術
経 験 も 質 問 し た 。 被 験 者 は そ の 回 答 を 「 不 良 」 か ら 「 優 秀 」 ま で 、 お よ び 「 全 く 合 意 し な
い 」 か ら 「 強 く 合 意 す る 」 ま で ラ ン ク 付 け し た 。 参 加 者 に は 、 意 見 、 提 案 お よ び 批 評 を 書
く 機 会 も あ っ た 。 次 に 、 質 問 票 は 、 「 全 く 合 意 し な い 」 お よ び 「 不 良 」 を １ の 値 に 、 「 強
く 合 意 す る 」 お よ び 「 優 秀 」 を ５ の 値 に 割 り 当 て る こ と に よ り 、 ア ナ ロ グ の 尺 度 に 変 換 し
た 。 使 用 し た シ ミ ュ レ ー タ ご と に 、 結 果 を 等 級 別 に 分 類 し た 。 次 に 、 質 問 ご と に 平 均 値 お
よ び 標 準 偏 差 を 計 算 し た 。 平 均 値 を 比 較 し 、 生 徒 の 標 準 的 ｔ 検 定 を 使 用 し て ｐ 値 を 計 算 し
た 。 全 て の 統 計 学 的 計 算 は 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｔ Ａ を 使 用 し て 実 行 し た 。 こ の 統 計 的 有 意 性 の レ ベ ル
は ０ ． ０ ５ で あ っ た 。 下 表 １ は 、 調 査 で 質 問 し た 質 問 の 統 計 的 結 果 を 要 約 し た も の で あ る
。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ れ ら の 結 果 に 基 づ き 、 人 工 胴 体 は 非 常 に 使 い や す く な り 、 実 際 の 解 剖 学 的 構 造 を よ り
よ く 近 似 し 、 内 部 視 野 を 改 善 し た （ そ れ ぞ れ ｐ ＝ ０ ． ０ ０ ８ 、 ＜ ０ ． ０ ０ １ お よ び ＜ ０ ．
０ ０ １ ） 。 参 加 者 は 、 よ り よ い 設 計 で あ る こ と も 感 じ た （ ｐ ＝ ０ ． ０ ０ ２ ） 。 さ ら に 、 両
方 の グ ル ー プ の 参 加 者 は 、 訓 練 の た め に 実 際 の 解 剖 学 的 構 造 を 近 似 す る こ と が 重 要 で あ り
、 口 の 配 置 も 重 要 で あ る こ と に 合 意 す る か 、 強 く 合 意 し た （ そ れ ぞ れ ｐ ＝ ０ ． ０ ６ ４ お よ
び ０ ． ５ ０ ０ ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 発 明 の 装 置 を 使 用 し た 訓 練 は 、 手 術 室 の 過 失 を 効 果 的 に 減 少 さ せ 、 被 訓 練 者 に 追 加 的
技 術 を 教 示 す る こ と が 判 明 し た 。 自 然 な 人 体 の 構 成 に よ っ て 、 被 訓 練 者 は 正 確 な 空 間 的 観
念 、 お よ び 腹 腔 鏡 手 術 中 に 人 体 の 腹 部 に 通 常 見 ら れ る 通 り の 套 管 針 の 分 布 を 経 験 す る こ と
が で き る 。 人 工 ／ 動 物 の モ デ ル と 器 官 に 誘 発 さ れ た 呼 吸 運 動 の 混 合 に よ り 、 既 存 の 箱 形 シ
ミ ュ レ ー タ と 比 較 し て さ ら に 現 実 的 な モ デ ル に な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
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　 本 明 細 書 で 言 及 さ れ た 文 書 は 全 て 、 全 体 的 に 本 願 に 引 用 し て 援 用 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 発 明 の 以 上 の 説 明 は 例 示 に す ぎ ず 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ て い る 通 り の 本
発 明 の 精 神 ま た は 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に 変 形 お よ び 改 造 を 実 行 で き る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 図 １ 】 そ れ を 通 し て 処 置 を 実 行 す る こ と が で き る 壁 を 有 す る 箱 状 外 部 ハ ウ ジ ン グ の 形 態
で あ る 本 発 明 の 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 人 工 胴 体 の 形 態 で 本 発 明 の 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 胴 体 の 形 成 に
使 用 す る こ と が で き る デ ィ ジ タ ル で 製 造 し た 木 れ ん が を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 人 工 胴 体 の 形 態 で 本 発 明 の 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 腹 腔 お よ び 交
換 可 能 な 腹 壁 が あ る 人 工 胴 体 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 装 置 内 に 人 工 骨 格 を 配 置 し た 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 交 換 可 能 な 腹 壁 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 締 結 さ れ 、 腹
腔 鏡 器 具 で 穿 孔 し て い る 状 態 の 壁 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 交 換 可 能 な 腹 壁 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 ２ 層 構 造 と し て 壁 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ Ａ 】 交 換 可 能 な 壁 を 除 去 し た 状 態 （ Ａ ） で 人 工 胴 体 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 外 部 ハ ウ ジ ン グ に 取 り 付 け た 状 態 （ Ｂ ） で 人 工 胴 体 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ６ Ａ 】 実 施 例 の 実 行 に 使 用 す る 構 成 を 示 す 図 で あ っ て 、 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 箱 形 シ
ミ ュ レ ー タ を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 実 施 例 の 実 行 に 使 用 す る 構 成 を 示 す 図 で あ っ て 、 人 工 胴 体 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 様 々 な 体 腔 が あ る 人 間 の 上 半 身 の 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 人 工 胴 体 が 典 型 的 な 男 性 の ３ Ｄ モ デ ル に 基 づ き 、 区 画 に 分 割 し て 再 構 築 し た 実
施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 人 工 胴 体 が 典 型 的 な 男 性 の ３ Ｄ モ デ ル に 基 づ き 、 区 画 に 分 割 し て 再 構 築 し た 実
施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ Ａ 】
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【 図 ８ Ｂ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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